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「女が肩から網袋を提げる」ということ 

――パプアニューギニア・アベラム社会のジェンダーの変化―― 

 

新本万里子 

 
１．はじめに 

 本論文は、ジェンダーの変化を、モノを使用する行動様式の変化から明ら

かにすることを目的とする。具体的にはパプアニューギニアにおける網袋の

提げ方の変化に関する語りを手掛かりに、ジェンダーの変化について考察す

る。衣服や布を身に着ける行為は、ジェンダーや政治的主張、自己表現の手

段にもなる。本論文で扱う網袋も、身に着けて携帯されることから、衣服や

布のような表現の手段になりえると考えられる。 
 メラネシアにおいて、網袋を含む物質文化は、大きく三つの文脈において

研究されてきた。第一に、19 世紀に始まった広義の物質文化研究である。博

物学的関心や進化論的関心から、物質文化の収集、分類が行われ、網袋も収

集の対象となった。しかし、20 世紀前半の構造機能主義の台頭以降、文化人

類学の中心的課題は親族研究へと移り、物質文化への関心は薄れた。モーレ

ン・マッケンジー（Maureen Anne MacKenzie）によれば、当時の文化人類

学的研究の主流が、技術や物質文化を対象にしていなかったばかりではなく、

男性中心主義的な観点のために、女性だけを象徴すると見做された網袋は、

人類学的注意を払う価値がないとみなされた［MacKenzie 1991: 21］。 
 網袋を含む、主に女性が作る物質文化が、再び文化人類学的研究において

取り上げられるようになるのは、フェミニズム人類学者による再検討が始ま

ってからのことである。ジェンダー研究を、第二の研究の脈絡と位置付ける

ことができる。トロブリアンド島におけるバナナの葉の束とスカートの女性

による分配を分析したアネット・ワイナー（Annette Weiner）は、先行する

人類学者の民族誌に男性バイアスが潜むことを批判した。その民族誌なかで

ワイナーは、マリリン・ストラザーン（Marilyn Strathern）の民族誌にお

ける網袋の扱いについても、理論的バイアスと男性中心主義的な観点のため

に網袋交換の重要性を見落としていると批判した［Weiner 1976: 13］。それ

に対しストラザーンは、彼女が調査を行ったハーゲン地域の網袋が女らしさ

を象徴し、セクシュアリティや子を産み育てることと結び付いていることを

認めつつも、トロブリアンド島のバナナの葉の束とスカートの象徴性を普遍

化してハーゲン地域の網袋の象徴性を理解することはできないという反論を

した［Strathern 1981］。 
ワイナーとストラザーンの議論に対してマッケンジーは、網袋が女性だけ

のものであるという前提自体を批判し、網袋が製作、使用される過程に注目

した。マッケンジーによれば、テレホル（the Telefol）では、女性が網袋の

基本的な形を作る。そして、男性は、姉妹や母が作った網袋の表面に様々な

鳥の羽で装飾を施し、その網袋を男性の成人儀礼の場で使用する。女性によ

って使用される網袋は、子の運搬具であり、子や家族を養うための農産物の

運搬具でもある。網袋は、「母らしさ」を象徴している。その網袋に装飾を施

したものを、男性は成人儀礼の場で用いるのである。この関係は、一見、男

性による女性の貢献の搾取のように見えるが、そうではない。テレホルの男

性は、男性の領域で使用される網袋が、女性によって作られたものであるこ

と、女性の貢献があることを否定しない。西洋のジェンダー・シンボリズム

ならば、男性の政治的、儀礼的領域が、女性の日常の領域よりも優位なもの

として現れる。それに対して、テレホルの男性による網袋の使用は、網袋に

象徴される女性の生殖力を否定することなく、男性の生殖力をも象徴する。

装飾された網袋は、両性具有のものであり、両性の役割の相補性と相互依存

性を象徴している［MacKenzie 1991］。 
 近年、近代化の過程における物質文化の変化に注目した研究も行われてお

り、これを第三の研究の脈絡と位置づけられよう。網袋に関してはマッケン

ジーが、パプアニューギニアにナイロン糸やウール糸が導入された当時の様

子について報告している。マッケンジーによれば、多様な文化的背景を持つ

人々が集まった首都ポートモレスビーにおいて、女性たちが、カラフルなナ

イロン糸やウール糸を小売店から購入し、ほぼ競争的な状態でデザインを真

似し、自己表現を始めた［MacKenzie 1982: 21-22］。 
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オセアニアでは、男性の儀礼の場において、女性の生殖力が象徴されたも

のがしばしば使用される。ニコラス・トーマス（Ｎicolas Thomas）は、男

性の儀礼の場における女性の生殖力を示すものの使用についての研究史をま

とめた章の最後で、キリスト教への改宗とその他の開発の結果として、女性

が作る物資文化に変化が起こったと述べている。彼によれば、網袋を編むた

めのルーピングの技術が、以前にはなかった地域にまで普及した。網袋は、

パプアニューギニア人としてのアイデンティティと女性らしさを象徴するも

のとなった。一方で、網袋の多様性は、国内においては地域的アイデンティ

ティを示すものとなった［Thomas 1995: 128-129］。 
そしてニコラス・ガルニエ（Nicolas Garnie）は、ウール糸で編まれた網

袋について、新たなデザインの創造や、デザインが名付けられる過程、交換

などを描き、パプアニューギニアの伝統的生活にルーツをもつ網袋が、近代

的生活に適応するものとなったことを述べている［Garnie(ed.): 2009］。この

論考のなかでガルニエは、伝統的な網袋の網の目から、農作物や嗜好品など

の男女が生産するものが見えていたのに対し、ウール糸の網袋の網の目は詰

まり、その中身が見えなくなったことに言及している。伝統的な網袋の網の

目から見えたものは、社会的義務を果たす能力のあることを示していた

［Garnie(ed.) 2009 : 19]。しかし、都市の生活において人々は、泥棒や強奪

を恐れて中身の見えない網袋を作るようになった。村を離れて都市部に暮ら

す個人は、伝統的な社会的ネットワークから離れている。中身の見えない網

袋の表面には、「虹」や「十字架」、「コンピュータデザイン」などという名前

の様々デザインが編み込まれ、文字も編み込まれるようになった。網袋は、

社会的、美的メッセージを発するようになったのである［Garnie 2009(ed.) : 
21-23］。 
以上のように、近代化の過程における網袋の変化を扱った研究は、素材や

デザイン、製作された網袋の質の変化に注目し、女性の主体性やプライバシ

ーの覚醒に言及している。しかし、こうした研究は、先行するジェンダー研

究の成果に結びつけられて論じられることはなかった。筆者は、近代化の過

程における網袋の変化を、ジェンダーの変化と連動しているのではないかと

いう観点から検討する必要があると考える。その根拠は、ウール糸で製作さ

れるようになった小型の網袋の、女性による提げ方の変化にある。 
マッケンジーによれば、網袋はニューギニア島内陸部に広く分布している

［MacKenzie 1991:1-5］。その多くの地域において、女性はいつも、大きな

網の目の網袋を、紐を前頭部にかけて背負うように運ぶ。一方、男性は、よ

り小さい網袋を肩から提げて携行する［MacKenzie1991:18］。つまり、網袋

の種類とその提げ方の違いが、目に見えるジェンダーの指標となっているの

である。しかし、近代化の過程でウール製となった小型の網袋を、男性ばか

りではなく、女性も肩から提げる姿を、現在ではパプアニューギニア国内の

至るところで見ることができる。 
マイケル・オハンロン（Michael O’Hanlon）は、ワギ谷において自ら収集

し、ロンドンの博物館で展示した網袋について、次のような女性の言葉を紹

介している。「弾薬帯のように網袋を提げることは、夫の役割を乗っ取ろうと

する女のサインである。よだれ掛けのように首にかけた網袋は、売春婦のマ

ークである」１［O’Hanlon 1993: 72］。この網袋はウール糸の網袋で、「弾

薬帯のように」とは網袋を肩から提げた格好であり、女性が男性と同様のス

タイルで網袋を提げ始めたことを示している。「涎掛けのように」とは胸の前

に網袋を垂らした格好を指している。ウールという新しい素材で製作された

網袋を、ワギ谷の女性は男性と同じように肩から提げて使用しているのであ

る。 
 本論文で分析の対象とする地域においても、伝統的には、男性は肩から網

袋を提げ、女性は頭から提げるという提げ方の男女差が認められたという。

しかし、ある時期、肩から網袋を提げる女性が現れ、「女は肩から網袋を提げ

てはいけない」という言葉が聞かれたという。パプアニューギニアがオース

トラリアから独立したころから、次第に、こうした批判は聞かれなくなった

との説明を現地で受けた。本論文では、網袋の素材やデザインの変化にも言

及するが、とくに、網袋の提げ方の変化に注目し、近代化の過程におけるジ

ェンダーの変化について検討したい。女性による網袋の提げ方の変化は、オ

ハンロンや筆者の調査する地域だけではなく、パプアニューギニアの各地で

広く見られた現象である。本論文で提示できるのは一地域の事例だが、同時

期に広くパプアニューギニア国内で起こっていた変化を、ジェンダーの観点
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ークである」１［O’Hanlon 1993: 72］。この網袋はウール糸の網袋で、「弾

薬帯のように」とは網袋を肩から提げた格好であり、女性が男性と同様のス

タイルで網袋を提げ始めたことを示している。「涎掛けのように」とは胸の前

に網袋を垂らした格好を指している。ウールという新しい素材で製作された
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しかし、ある時期、肩から網袋を提げる女性が現れ、「女は肩から網袋を提げ

てはいけない」という言葉が聞かれたという。パプアニューギニアがオース

トラリアから独立したころから、次第に、こうした批判は聞かれなくなった

との説明を現地で受けた。本論文では、網袋の素材やデザインの変化にも言

及するが、とくに、網袋の提げ方の変化に注目し、近代化の過程におけるジ

ェンダーの変化について検討したい。女性による網袋の提げ方の変化は、オ

ハンロンや筆者の調査する地域だけではなく、パプアニューギニアの各地で

広く見られた現象である。本論文で提示できるのは一地域の事例だが、同時

期に広くパプアニューギニア国内で起こっていた変化を、ジェンダーの観点

論 説 

「女が肩から網袋を提げる」ということ 

――パプアニューギニア・アベラム社会のジェンダーの変化―― 

 

新本万里子 

 
１．はじめに 

 本論文は、ジェンダーの変化を、モノを使用する行動様式の変化から明ら

かにすることを目的とする。具体的にはパプアニューギニアにおける網袋の

提げ方の変化に関する語りを手掛かりに、ジェンダーの変化について考察す

る。衣服や布を身に着ける行為は、ジェンダーや政治的主張、自己表現の手

段にもなる。本論文で扱う網袋も、身に着けて携帯されることから、衣服や

布のような表現の手段になりえると考えられる。 
 メラネシアにおいて、網袋を含む物質文化は、大きく三つの文脈において

研究されてきた。第一に、19 世紀に始まった広義の物質文化研究である。博

物学的関心や進化論的関心から、物質文化の収集、分類が行われ、網袋も収

集の対象となった。しかし、20 世紀前半の構造機能主義の台頭以降、文化人

類学の中心的課題は親族研究へと移り、物質文化への関心は薄れた。モーレ

ン・マッケンジー（Maureen Anne MacKenzie）によれば、当時の文化人類

学的研究の主流が、技術や物質文化を対象にしていなかったばかりではなく、

男性中心主義的な観点のために、女性だけを象徴すると見做された網袋は、

人類学的注意を払う価値がないとみなされた［MacKenzie 1991: 21］。 
 網袋を含む、主に女性が作る物質文化が、再び文化人類学的研究において

取り上げられるようになるのは、フェミニズム人類学者による再検討が始ま

ってからのことである。ジェンダー研究を、第二の研究の脈絡と位置付ける

ことができる。トロブリアンド島におけるバナナの葉の束とスカートの女性

による分配を分析したアネット・ワイナー（Annette Weiner）は、先行する

人類学者の民族誌に男性バイアスが潜むことを批判した。その民族誌なかで

ワイナーは、マリリン・ストラザーン（Marilyn Strathern）の民族誌にお

ける網袋の扱いについても、理論的バイアスと男性中心主義的な観点のため

に網袋交換の重要性を見落としていると批判した［Weiner 1976: 13］。それ

に対しストラザーンは、彼女が調査を行ったハーゲン地域の網袋が女らしさ

を象徴し、セクシュアリティや子を産み育てることと結び付いていることを

認めつつも、トロブリアンド島のバナナの葉の束とスカートの象徴性を普遍

化してハーゲン地域の網袋の象徴性を理解することはできないという反論を

した［Strathern 1981］。 
ワイナーとストラザーンの議論に対してマッケンジーは、網袋が女性だけ

のものであるという前提自体を批判し、網袋が製作、使用される過程に注目

した。マッケンジーによれば、テレホル（the Telefol）では、女性が網袋の

基本的な形を作る。そして、男性は、姉妹や母が作った網袋の表面に様々な

鳥の羽で装飾を施し、その網袋を男性の成人儀礼の場で使用する。女性によ

って使用される網袋は、子の運搬具であり、子や家族を養うための農産物の

運搬具でもある。網袋は、「母らしさ」を象徴している。その網袋に装飾を施

したものを、男性は成人儀礼の場で用いるのである。この関係は、一見、男

性による女性の貢献の搾取のように見えるが、そうではない。テレホルの男

性は、男性の領域で使用される網袋が、女性によって作られたものであるこ

と、女性の貢献があることを否定しない。西洋のジェンダー・シンボリズム

ならば、男性の政治的、儀礼的領域が、女性の日常の領域よりも優位なもの

として現れる。それに対して、テレホルの男性による網袋の使用は、網袋に

象徴される女性の生殖力を否定することなく、男性の生殖力をも象徴する。

装飾された網袋は、両性具有のものであり、両性の役割の相補性と相互依存

性を象徴している［MacKenzie 1991］。 
 近年、近代化の過程における物質文化の変化に注目した研究も行われてお

り、これを第三の研究の脈絡と位置づけられよう。網袋に関してはマッケン

ジーが、パプアニューギニアにナイロン糸やウール糸が導入された当時の様

子について報告している。マッケンジーによれば、多様な文化的背景を持つ

人々が集まった首都ポートモレスビーにおいて、女性たちが、カラフルなナ

イロン糸やウール糸を小売店から購入し、ほぼ競争的な状態でデザインを真

似し、自己表現を始めた［MacKenzie 1982: 21-22］。 
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から考察できると考える。 
以下では２章で、調査村とそこで使用されている網袋について概要を述べ

る。３章では、網袋の提げ方の変化についての村人の語りを提示する。４章

では、３章で紹介した語りから、網袋の提げ方について女性が批判された時

期を特定し、それが現地社会のどのようなジェンダーの変化を表していたの

かを検討する。５章で、研究史に照らしてまとめを行う。 
 
２．アベラム社会の網袋 

(1)調査村の概要 

 本論文で対象とするのは、東セピック州（East Sepik Province）に居住す

るンドウ語族アベラム語の話者（the Abelam 以下、アベラムとする）の網袋

である。アベラムは、プリンスアレキサンダー山脈南部からその麓の平原に

かけて居住している。方言の違いから、アベラムの居住する地域のうち北西

部に居住する人々をサム（samu）、北東部に居住する人々をマム（mamu）、南

部に居住する人々をカム（kamu）と互いに呼び分けている２。慣習にも細か

な差異を見出すことができる。網袋にまつわる慣習とデザインについては、

サムとマムの地域で製作される網袋の共通性が高く、カムの地域で製作され

る網袋とは、素材、技術、慣習において、細かな違いを見出すことができる。 

筆者が滞在したのは、サムの地域に位置するマプリック地区ニャミクム村

（Nyamikum, Maprik District）である３。ニャミクム村は、州都ウェワクか

ら約120キロ西に位置する。マプリック地区の行政と経済の中心的な町であ

るマプリックの北東部に接している。住民は焼畑農業を主な生業とし、丘陵

部でヤムイモを中心に、タロイモ、バナナ、葉物野菜などを栽培している。

谷部にはサゴヤシ林をもち、その澱粉採取も補助的に行う。丘陵部で焼畑農

業を営むアベラムの女性たちにとって、網袋は農作物などを運搬するのに欠

かすことのできない道具である。 

 ニャミクム村の2007年の人口は、筆者による世帯調査で787人である。村

内は起伏のある地形で、尾根や山腹、谷部の川沿いに集落が点在する。それ

ら集落が集まってニャミクム村を構成している。2007年の集落数は大小あわ

せて58であり、このうち11か所は中心に広場をもっている。広場のある集

落は構成員も比較的多く、各クラン４の中心的集落としての性格を備えてい

る。筆者は、Ｓクランの中心的集落であるＫ集落で住み込み調査を行った。

このＫ集落の 2003 年 6月から9月の人口は、男性 23人、女性 21人、計 44

人であった。女性 21 人のうち、20 才以上の女性は 14 人である。このうち、

調査中に不在だった40代の女性と、高齢のため聞き取りの難しかった70代

の女性を除く、12人の女性が保有する全ての網袋133枚について大きさを計

測し、素材、デザイン名、製作者などの聞き取りを行った。また、同年、Ｋ

集落の女性の協力を得て自身で網袋を製作した。 

次節では、Ｋ集落で収集した網袋に関する資料から、網袋の種類と使用、

提げ方を見ていく。なお、網袋の製作技術や網袋にまつわる慣習については、

ニャミクム村内のＫ集落以外の集落でも随時観察を行っている。Ｋ集落と他

の集落の網袋には、製作技術においても、使用方法や慣習においても違いは

認められない。 

 

(2)Ｋ集落の網袋 

 表 1は、網袋の種類と、種類ごとの大きさを示したものである。網袋の種

類は、Ｋ集落の女性たち自身に分類していただいた。その結果、網袋はグラ

ウット（gëlawut）、ジャンバウット（jabawut）、マンジュウット（majëwut）

の三種類に分類された。まず、グラウットとは、三種類の網袋のなかでもっ

とも大型の網袋である（写真１参照）。グラウットのグラ（gëla）とは「大き

い」こと、ウット（wut）とは網袋を意味する。ヤムイモや薪の運搬に使用さ

れる。ヤムイモの植え付けと収穫は親族総出の相互扶助による作業となって

おり、グラウットの使用頻度は農繁期に高まる。グラウットを使用するのは

女性のみで、男性は使用しない。女性たちは、大量のヤムイモを入れたグラ

ウットの紐を前頭部にかけて、背中に背負うようにして運搬する。 
 
 

オセアニアでは、男性の儀礼の場において、女性の生殖力が象徴されたも

のがしばしば使用される。ニコラス・トーマス（Ｎicolas Thomas）は、男

性の儀礼の場における女性の生殖力を示すものの使用についての研究史をま

とめた章の最後で、キリスト教への改宗とその他の開発の結果として、女性

が作る物資文化に変化が起こったと述べている。彼によれば、網袋を編むた

めのルーピングの技術が、以前にはなかった地域にまで普及した。網袋は、

パプアニューギニア人としてのアイデンティティと女性らしさを象徴するも

のとなった。一方で、網袋の多様性は、国内においては地域的アイデンティ

ティを示すものとなった［Thomas 1995: 128-129］。 
そしてニコラス・ガルニエ（Nicolas Garnie）は、ウール糸で編まれた網

袋について、新たなデザインの創造や、デザインが名付けられる過程、交換

などを描き、パプアニューギニアの伝統的生活にルーツをもつ網袋が、近代

的生活に適応するものとなったことを述べている［Garnie(ed.): 2009］。この

論考のなかでガルニエは、伝統的な網袋の網の目から、農作物や嗜好品など

の男女が生産するものが見えていたのに対し、ウール糸の網袋の網の目は詰

まり、その中身が見えなくなったことに言及している。伝統的な網袋の網の

目から見えたものは、社会的義務を果たす能力のあることを示していた

［Garnie(ed.) 2009 : 19]。しかし、都市の生活において人々は、泥棒や強奪

を恐れて中身の見えない網袋を作るようになった。村を離れて都市部に暮ら

す個人は、伝統的な社会的ネットワークから離れている。中身の見えない網

袋の表面には、「虹」や「十字架」、「コンピュータデザイン」などという名前

の様々デザインが編み込まれ、文字も編み込まれるようになった。網袋は、

社会的、美的メッセージを発するようになったのである［Garnie 2009(ed.) : 
21-23］。 
以上のように、近代化の過程における網袋の変化を扱った研究は、素材や

デザイン、製作された網袋の質の変化に注目し、女性の主体性やプライバシ

ーの覚醒に言及している。しかし、こうした研究は、先行するジェンダー研

究の成果に結びつけられて論じられることはなかった。筆者は、近代化の過

程における網袋の変化を、ジェンダーの変化と連動しているのではないかと

いう観点から検討する必要があると考える。その根拠は、ウール糸で製作さ

れるようになった小型の網袋の、女性による提げ方の変化にある。 
マッケンジーによれば、網袋はニューギニア島内陸部に広く分布している

［MacKenzie 1991:1-5］。その多くの地域において、女性はいつも、大きな

網の目の網袋を、紐を前頭部にかけて背負うように運ぶ。一方、男性は、よ

り小さい網袋を肩から提げて携行する［MacKenzie1991:18］。つまり、網袋

の種類とその提げ方の違いが、目に見えるジェンダーの指標となっているの

である。しかし、近代化の過程でウール製となった小型の網袋を、男性ばか

りではなく、女性も肩から提げる姿を、現在ではパプアニューギニア国内の

至るところで見ることができる。 
マイケル・オハンロン（Michael O’Hanlon）は、ワギ谷において自ら収集

し、ロンドンの博物館で展示した網袋について、次のような女性の言葉を紹

介している。「弾薬帯のように網袋を提げることは、夫の役割を乗っ取ろうと

する女のサインである。よだれ掛けのように首にかけた網袋は、売春婦のマ

ークである」１［O’Hanlon 1993: 72］。この網袋はウール糸の網袋で、「弾

薬帯のように」とは網袋を肩から提げた格好であり、女性が男性と同様のス

タイルで網袋を提げ始めたことを示している。「涎掛けのように」とは胸の前

に網袋を垂らした格好を指している。ウールという新しい素材で製作された

網袋を、ワギ谷の女性は男性と同じように肩から提げて使用しているのであ

る。 
 本論文で分析の対象とする地域においても、伝統的には、男性は肩から網

袋を提げ、女性は頭から提げるという提げ方の男女差が認められたという。

しかし、ある時期、肩から網袋を提げる女性が現れ、「女は肩から網袋を提げ

てはいけない」という言葉が聞かれたという。パプアニューギニアがオース

トラリアから独立したころから、次第に、こうした批判は聞かれなくなった

との説明を現地で受けた。本論文では、網袋の素材やデザインの変化にも言

及するが、とくに、網袋の提げ方の変化に注目し、近代化の過程におけるジ

ェンダーの変化について検討したい。女性による網袋の提げ方の変化は、オ

ハンロンや筆者の調査する地域だけではなく、パプアニューギニアの各地で

広く見られた現象である。本論文で提示できるのは一地域の事例だが、同時

期に広くパプアニューギニア国内で起こっていた変化を、ジェンダーの観点
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から考察できると考える。 
以下では２章で、調査村とそこで使用されている網袋について概要を述べ

る。３章では、網袋の提げ方の変化についての村人の語りを提示する。４章

では、３章で紹介した語りから、網袋の提げ方について女性が批判された時

期を特定し、それが現地社会のどのようなジェンダーの変化を表していたの

かを検討する。５章で、研究史に照らしてまとめを行う。 
 
２．アベラム社会の網袋 

(1)調査村の概要 

 本論文で対象とするのは、東セピック州（East Sepik Province）に居住す

るンドウ語族アベラム語の話者（the Abelam 以下、アベラムとする）の網袋

である。アベラムは、プリンスアレキサンダー山脈南部からその麓の平原に

かけて居住している。方言の違いから、アベラムの居住する地域のうち北西

部に居住する人々をサム（samu）、北東部に居住する人々をマム（mamu）、南

部に居住する人々をカム（kamu）と互いに呼び分けている２。慣習にも細か

な差異を見出すことができる。網袋にまつわる慣習とデザインについては、

サムとマムの地域で製作される網袋の共通性が高く、カムの地域で製作され

る網袋とは、素材、技術、慣習において、細かな違いを見出すことができる。 

筆者が滞在したのは、サムの地域に位置するマプリック地区ニャミクム村

（Nyamikum, Maprik District）である３。ニャミクム村は、州都ウェワクか

ら約120キロ西に位置する。マプリック地区の行政と経済の中心的な町であ

るマプリックの北東部に接している。住民は焼畑農業を主な生業とし、丘陵

部でヤムイモを中心に、タロイモ、バナナ、葉物野菜などを栽培している。

谷部にはサゴヤシ林をもち、その澱粉採取も補助的に行う。丘陵部で焼畑農

業を営むアベラムの女性たちにとって、網袋は農作物などを運搬するのに欠

かすことのできない道具である。 

 ニャミクム村の2007年の人口は、筆者による世帯調査で787人である。村

内は起伏のある地形で、尾根や山腹、谷部の川沿いに集落が点在する。それ

ら集落が集まってニャミクム村を構成している。2007年の集落数は大小あわ

せて58であり、このうち11か所は中心に広場をもっている。広場のある集

落は構成員も比較的多く、各クラン４の中心的集落としての性格を備えてい

る。筆者は、Ｓクランの中心的集落であるＫ集落で住み込み調査を行った。

このＫ集落の 2003 年 6月から9月の人口は、男性 23人、女性 21人、計 44

人であった。女性 21 人のうち、20 才以上の女性は 14 人である。このうち、

調査中に不在だった40代の女性と、高齢のため聞き取りの難しかった70代

の女性を除く、12人の女性が保有する全ての網袋133枚について大きさを計

測し、素材、デザイン名、製作者などの聞き取りを行った。また、同年、Ｋ

集落の女性の協力を得て自身で網袋を製作した。 

次節では、Ｋ集落で収集した網袋に関する資料から、網袋の種類と使用、

提げ方を見ていく。なお、網袋の製作技術や網袋にまつわる慣習については、

ニャミクム村内のＫ集落以外の集落でも随時観察を行っている。Ｋ集落と他

の集落の網袋には、製作技術においても、使用方法や慣習においても違いは

認められない。 

 

(2)Ｋ集落の網袋 

 表 1は、網袋の種類と、種類ごとの大きさを示したものである。網袋の種

類は、Ｋ集落の女性たち自身に分類していただいた。その結果、網袋はグラ

ウット（gëlawut）、ジャンバウット（jabawut）、マンジュウット（majëwut）

の三種類に分類された。まず、グラウットとは、三種類の網袋のなかでもっ

とも大型の網袋である（写真１参照）。グラウットのグラ（gëla）とは「大き

い」こと、ウット（wut）とは網袋を意味する。ヤムイモや薪の運搬に使用さ

れる。ヤムイモの植え付けと収穫は親族総出の相互扶助による作業となって

おり、グラウットの使用頻度は農繁期に高まる。グラウットを使用するのは

女性のみで、男性は使用しない。女性たちは、大量のヤムイモを入れたグラ

ウットの紐を前頭部にかけて、背中に背負うようにして運搬する。 
 
 

オセアニアでは、男性の儀礼の場において、女性の生殖力が象徴されたも

のがしばしば使用される。ニコラス・トーマス（Ｎicolas Thomas）は、男

性の儀礼の場における女性の生殖力を示すものの使用についての研究史をま

とめた章の最後で、キリスト教への改宗とその他の開発の結果として、女性

が作る物資文化に変化が起こったと述べている。彼によれば、網袋を編むた

めのルーピングの技術が、以前にはなかった地域にまで普及した。網袋は、

パプアニューギニア人としてのアイデンティティと女性らしさを象徴するも

のとなった。一方で、網袋の多様性は、国内においては地域的アイデンティ

ティを示すものとなった［Thomas 1995: 128-129］。 
そしてニコラス・ガルニエ（Nicolas Garnie）は、ウール糸で編まれた網

袋について、新たなデザインの創造や、デザインが名付けられる過程、交換

などを描き、パプアニューギニアの伝統的生活にルーツをもつ網袋が、近代

的生活に適応するものとなったことを述べている［Garnie(ed.): 2009］。この

論考のなかでガルニエは、伝統的な網袋の網の目から、農作物や嗜好品など

の男女が生産するものが見えていたのに対し、ウール糸の網袋の網の目は詰

まり、その中身が見えなくなったことに言及している。伝統的な網袋の網の

目から見えたものは、社会的義務を果たす能力のあることを示していた

［Garnie(ed.) 2009 : 19]。しかし、都市の生活において人々は、泥棒や強奪

を恐れて中身の見えない網袋を作るようになった。村を離れて都市部に暮ら

す個人は、伝統的な社会的ネットワークから離れている。中身の見えない網

袋の表面には、「虹」や「十字架」、「コンピュータデザイン」などという名前

の様々デザインが編み込まれ、文字も編み込まれるようになった。網袋は、

社会的、美的メッセージを発するようになったのである［Garnie 2009(ed.) : 
21-23］。 
以上のように、近代化の過程における網袋の変化を扱った研究は、素材や

デザイン、製作された網袋の質の変化に注目し、女性の主体性やプライバシ

ーの覚醒に言及している。しかし、こうした研究は、先行するジェンダー研

究の成果に結びつけられて論じられることはなかった。筆者は、近代化の過

程における網袋の変化を、ジェンダーの変化と連動しているのではないかと

いう観点から検討する必要があると考える。その根拠は、ウール糸で製作さ

れるようになった小型の網袋の、女性による提げ方の変化にある。 
マッケンジーによれば、網袋はニューギニア島内陸部に広く分布している

［MacKenzie 1991:1-5］。その多くの地域において、女性はいつも、大きな

網の目の網袋を、紐を前頭部にかけて背負うように運ぶ。一方、男性は、よ

り小さい網袋を肩から提げて携行する［MacKenzie1991:18］。つまり、網袋

の種類とその提げ方の違いが、目に見えるジェンダーの指標となっているの

である。しかし、近代化の過程でウール製となった小型の網袋を、男性ばか

りではなく、女性も肩から提げる姿を、現在ではパプアニューギニア国内の

至るところで見ることができる。 
マイケル・オハンロン（Michael O’Hanlon）は、ワギ谷において自ら収集

し、ロンドンの博物館で展示した網袋について、次のような女性の言葉を紹

介している。「弾薬帯のように網袋を提げることは、夫の役割を乗っ取ろうと

する女のサインである。よだれ掛けのように首にかけた網袋は、売春婦のマ

ークである」１［O’Hanlon 1993: 72］。この網袋はウール糸の網袋で、「弾

薬帯のように」とは網袋を肩から提げた格好であり、女性が男性と同様のス

タイルで網袋を提げ始めたことを示している。「涎掛けのように」とは胸の前

に網袋を垂らした格好を指している。ウールという新しい素材で製作された

網袋を、ワギ谷の女性は男性と同じように肩から提げて使用しているのであ

る。 
 本論文で分析の対象とする地域においても、伝統的には、男性は肩から網

袋を提げ、女性は頭から提げるという提げ方の男女差が認められたという。

しかし、ある時期、肩から網袋を提げる女性が現れ、「女は肩から網袋を提げ

てはいけない」という言葉が聞かれたという。パプアニューギニアがオース

トラリアから独立したころから、次第に、こうした批判は聞かれなくなった

との説明を現地で受けた。本論文では、網袋の素材やデザインの変化にも言

及するが、とくに、網袋の提げ方の変化に注目し、近代化の過程におけるジ

ェンダーの変化について検討したい。女性による網袋の提げ方の変化は、オ

ハンロンや筆者の調査する地域だけではなく、パプアニューギニアの各地で

広く見られた現象である。本論文で提示できるのは一地域の事例だが、同時

期に広くパプアニューギニア国内で起こっていた変化を、ジェンダーの観点
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第二に、ジャンバウットとは中型で、ヤムイモやタロイモなどのイモ類、

バナナ、葉物野菜などの運搬と、子どもの運搬、揺りかごに使用される網袋

である（写真２、３参照）。ジャンバウットのジャンバ（jaaba）とは「飾る」

ことを意味している５。女性たちはジャンバウットを携えて、毎日のように

畑へ出かけ野菜を収穫する。市場への野菜の運搬にもジャンバウットが使用

される。子どもが生まれると女性たちは、乳児をジャンバウットに入れて運

搬する。木陰に揺りかごとして提げておくこともある。ジャンバウットは、

女性たちが毎日の生活を営む上で欠かすことのできない網袋である。ジャン

バウットもグラウットと同様に女性のみが使用し、前頭部に紐をかけ背中側

に提げて用いられる。 
第三に、マンジュウットとは小型で、嗜好品の檳榔樹の実６や煙草、小銭、

その他の小物などをいれて携行される網袋である（写真４参照）。マンジュウ

ットのマンジュ（maajë）とは、「糸」と「線」を意味し、サム方言の人々に

とっては「我々」を意味する言葉でもある７。現在では、男性も女性もマン

ジュウットを肩から提げる。しかし、村人によれば、かつてマンジュウット

を肩から提げるのは男性のみで、女性はグラウットやジャンバウットと同様

に、マンジュウットも頭から背中側へ垂らして使用したという。かつて、「女

は肩から網袋を提げてはいけない」といわれたのは、このマンジュウットの

提げ方についてである。次章では、マンジュウットの提げ方の変化について、

村人の語りを見ていく。 
 
３．網袋の提げ方に関する語り 

(1)提げ方の変化について 

 本節では、女性たちがマンジュウットを肩から提げるようになったことに

ついて、村人がどのように語っているのかを見ていく。まず、事例 1 と事例

2 は、女性たちが網袋を肩から提げ始めた当時を覚えている 70 代の男性の語

りである。 
 
事例１ 「独立したころ女たちが変わった。網袋を肩から提げる（wut 
kalu）、短パンをはく、ティーシャツを着る。昔は、マンジュウットも頭

から提げて（wut ti）、（体には）布を巻いたものだった。ルルアイ（luluai）、
トゥルトゥル（tultul）８の頃にはな。お前は男じゃない、網袋を肩から提

げてはいけない、頭から提げるものだと言ったものだ。独立してからこう

いう言い方をしなくなった。」（PA 70 代 男性 2014 年 9 月） 
 
事例２ 「「女は肩から網袋を提げてはいけない」と言ったのは 1970 年代

だ。80 年代には次第に言わなくなった。90 年代にはもう言わなかったな。

女たちがマンジュウットを肩から提げるようになったのは、白人女性

（wait meri）の真似だったのだろう。」（AR 70 代 男性 2006 年 8 月） 

から考察できると考える。 
以下では２章で、調査村とそこで使用されている網袋について概要を述べ

る。３章では、網袋の提げ方の変化についての村人の語りを提示する。４章

では、３章で紹介した語りから、網袋の提げ方について女性が批判された時

期を特定し、それが現地社会のどのようなジェンダーの変化を表していたの

かを検討する。５章で、研究史に照らしてまとめを行う。 
 
２．アベラム社会の網袋 

(1)調査村の概要 

 本論文で対象とするのは、東セピック州（East Sepik Province）に居住す

るンドウ語族アベラム語の話者（the Abelam 以下、アベラムとする）の網袋

である。アベラムは、プリンスアレキサンダー山脈南部からその麓の平原に

かけて居住している。方言の違いから、アベラムの居住する地域のうち北西

部に居住する人々をサム（samu）、北東部に居住する人々をマム（mamu）、南

部に居住する人々をカム（kamu）と互いに呼び分けている２。慣習にも細か

な差異を見出すことができる。網袋にまつわる慣習とデザインについては、

サムとマムの地域で製作される網袋の共通性が高く、カムの地域で製作され

る網袋とは、素材、技術、慣習において、細かな違いを見出すことができる。 

筆者が滞在したのは、サムの地域に位置するマプリック地区ニャミクム村

（Nyamikum, Maprik District）である３。ニャミクム村は、州都ウェワクか

ら約120キロ西に位置する。マプリック地区の行政と経済の中心的な町であ

るマプリックの北東部に接している。住民は焼畑農業を主な生業とし、丘陵

部でヤムイモを中心に、タロイモ、バナナ、葉物野菜などを栽培している。

谷部にはサゴヤシ林をもち、その澱粉採取も補助的に行う。丘陵部で焼畑農

業を営むアベラムの女性たちにとって、網袋は農作物などを運搬するのに欠

かすことのできない道具である。 

 ニャミクム村の2007年の人口は、筆者による世帯調査で787人である。村

内は起伏のある地形で、尾根や山腹、谷部の川沿いに集落が点在する。それ

ら集落が集まってニャミクム村を構成している。2007年の集落数は大小あわ

せて58であり、このうち11か所は中心に広場をもっている。広場のある集

落は構成員も比較的多く、各クラン４の中心的集落としての性格を備えてい

る。筆者は、Ｓクランの中心的集落であるＫ集落で住み込み調査を行った。

このＫ集落の 2003 年 6月から9月の人口は、男性 23人、女性 21人、計 44

人であった。女性 21 人のうち、20 才以上の女性は 14 人である。このうち、

調査中に不在だった40代の女性と、高齢のため聞き取りの難しかった70代

の女性を除く、12人の女性が保有する全ての網袋133枚について大きさを計

測し、素材、デザイン名、製作者などの聞き取りを行った。また、同年、Ｋ

集落の女性の協力を得て自身で網袋を製作した。 

次節では、Ｋ集落で収集した網袋に関する資料から、網袋の種類と使用、

提げ方を見ていく。なお、網袋の製作技術や網袋にまつわる慣習については、

ニャミクム村内のＫ集落以外の集落でも随時観察を行っている。Ｋ集落と他

の集落の網袋には、製作技術においても、使用方法や慣習においても違いは

認められない。 

 

(2)Ｋ集落の網袋 

 表 1は、網袋の種類と、種類ごとの大きさを示したものである。網袋の種

類は、Ｋ集落の女性たち自身に分類していただいた。その結果、網袋はグラ

ウット（gëlawut）、ジャンバウット（jabawut）、マンジュウット（majëwut）

の三種類に分類された。まず、グラウットとは、三種類の網袋のなかでもっ

とも大型の網袋である（写真１参照）。グラウットのグラ（gëla）とは「大き

い」こと、ウット（wut）とは網袋を意味する。ヤムイモや薪の運搬に使用さ

れる。ヤムイモの植え付けと収穫は親族総出の相互扶助による作業となって

おり、グラウットの使用頻度は農繁期に高まる。グラウットを使用するのは

女性のみで、男性は使用しない。女性たちは、大量のヤムイモを入れたグラ

ウットの紐を前頭部にかけて、背中に背負うようにして運搬する。 
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第二に、ジャンバウットとは中型で、ヤムイモやタロイモなどのイモ類、

バナナ、葉物野菜などの運搬と、子どもの運搬、揺りかごに使用される網袋

である（写真２、３参照）。ジャンバウットのジャンバ（jaaba）とは「飾る」

ことを意味している５。女性たちはジャンバウットを携えて、毎日のように

畑へ出かけ野菜を収穫する。市場への野菜の運搬にもジャンバウットが使用

される。子どもが生まれると女性たちは、乳児をジャンバウットに入れて運

搬する。木陰に揺りかごとして提げておくこともある。ジャンバウットは、

女性たちが毎日の生活を営む上で欠かすことのできない網袋である。ジャン

バウットもグラウットと同様に女性のみが使用し、前頭部に紐をかけ背中側

に提げて用いられる。 
第三に、マンジュウットとは小型で、嗜好品の檳榔樹の実６や煙草、小銭、

その他の小物などをいれて携行される網袋である（写真４参照）。マンジュウ

ットのマンジュ（maajë）とは、「糸」と「線」を意味し、サム方言の人々に

とっては「我々」を意味する言葉でもある７。現在では、男性も女性もマン

ジュウットを肩から提げる。しかし、村人によれば、かつてマンジュウット

を肩から提げるのは男性のみで、女性はグラウットやジャンバウットと同様

に、マンジュウットも頭から背中側へ垂らして使用したという。かつて、「女

は肩から網袋を提げてはいけない」といわれたのは、このマンジュウットの

提げ方についてである。次章では、マンジュウットの提げ方の変化について、

村人の語りを見ていく。 
 
３．網袋の提げ方に関する語り 

(1)提げ方の変化について 

 本節では、女性たちがマンジュウットを肩から提げるようになったことに

ついて、村人がどのように語っているのかを見ていく。まず、事例 1 と事例

2 は、女性たちが網袋を肩から提げ始めた当時を覚えている 70 代の男性の語

りである。 
 
事例１ 「独立したころ女たちが変わった。網袋を肩から提げる（wut 
kalu）、短パンをはく、ティーシャツを着る。昔は、マンジュウットも頭

から提げて（wut ti）、（体には）布を巻いたものだった。ルルアイ（luluai）、
トゥルトゥル（tultul）８の頃にはな。お前は男じゃない、網袋を肩から提

げてはいけない、頭から提げるものだと言ったものだ。独立してからこう

いう言い方をしなくなった。」（PA 70 代 男性 2014 年 9 月） 
 
事例２ 「「女は肩から網袋を提げてはいけない」と言ったのは 1970 年代

だ。80 年代には次第に言わなくなった。90 年代にはもう言わなかったな。

女たちがマンジュウットを肩から提げるようになったのは、白人女性

（wait meri）の真似だったのだろう。」（AR 70 代 男性 2006 年 8 月） 

から考察できると考える。 
以下では２章で、調査村とそこで使用されている網袋について概要を述べ

る。３章では、網袋の提げ方の変化についての村人の語りを提示する。４章

では、３章で紹介した語りから、網袋の提げ方について女性が批判された時

期を特定し、それが現地社会のどのようなジェンダーの変化を表していたの

かを検討する。５章で、研究史に照らしてまとめを行う。 
 
２．アベラム社会の網袋 

(1)調査村の概要 

 本論文で対象とするのは、東セピック州（East Sepik Province）に居住す

るンドウ語族アベラム語の話者（the Abelam 以下、アベラムとする）の網袋

である。アベラムは、プリンスアレキサンダー山脈南部からその麓の平原に

かけて居住している。方言の違いから、アベラムの居住する地域のうち北西

部に居住する人々をサム（samu）、北東部に居住する人々をマム（mamu）、南

部に居住する人々をカム（kamu）と互いに呼び分けている２。慣習にも細か

な差異を見出すことができる。網袋にまつわる慣習とデザインについては、

サムとマムの地域で製作される網袋の共通性が高く、カムの地域で製作され

る網袋とは、素材、技術、慣習において、細かな違いを見出すことができる。 

筆者が滞在したのは、サムの地域に位置するマプリック地区ニャミクム村

（Nyamikum, Maprik District）である３。ニャミクム村は、州都ウェワクか

ら約120キロ西に位置する。マプリック地区の行政と経済の中心的な町であ

るマプリックの北東部に接している。住民は焼畑農業を主な生業とし、丘陵
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れる。ヤムイモの植え付けと収穫は親族総出の相互扶助による作業となって
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－7－



 
 次の事例 3 と事例 4 は、同一人物の語りである。インフォーマントは 50
代の男性である。彼が少年の頃、マンジュウットの提げ方の変化は起こって

いたと考えられる。 
 
事例３ 「もしも女が網袋を肩から提げて広場を横切ろうものなら、お前

は男か、網袋を肩から提げて歩くなんて、と言われただろう。マンジュウ

ットにはタバコの葉と檳榔樹の実、編みかけの網袋と糸が入っていたもの

だ。それを女たちは頭から提げて歩いた。グラウットと同じように。女は

いつも網袋を頭から提げたものだ。もしも網袋が多すぎれば、赤ん坊の入

った網袋を首から提げたものだ。昔はみんな呪術を恐れた。男がボスだか

らだ。女たちが言うことを聞かないと呪術をかけられた。女は男の言うこ

とを聞かなければならなかった。JO ぐらいが、網袋を肩から提げた最初

の世代だろう。」（BO 50 代 男性 2014 年 9 月） 
 
この語りは、とくに広場が、女性に対する規範の強く表れる場であったこ

とを教えてくれる。村の住民にとって重要な取り決めを行うときには、男た

ちは広場に面した建物の中に座り、女たちは建物の外に、広場を囲むように

座る。かつて、この広場に面した建物は、男性の就寝場所でもあったという。

この他、成人儀礼の場となる精霊堂や、農産物の実りを祈る石が祀られた建

物など、男性に関わる建物が広場の周囲には立っていた。 
なお、この語りのように、呪術は、社会的変容が起こる以前の男性の権威

について語るときに、しばしば持ち出される。とくに、年長の男性が強い呪

術的力を持っており、恐れられていたという。 
 
事例４ 「今は呪術がなくなって、女たちは好きなように網袋を提げるこ

とができるようになった。（「女は肩から網袋を提げてはいけない」と）誰

が言うだろうか、誰も言わない。昔、男たちは喜ばなかった。なぜなら女

だからだ。子どもも食べ物も、こんなふうに（肩から）提げることはでき

ない。見た目にも悪い。「女は肩から網袋を提げてはいけない」と言った

のは 1960 年代だ。言わなくなったのは 1980 年代だろう。RU や JO の若

い頃には言われただろうが、RO の頃にはもう言わなかった。」（BO 50
代 男性 2014 年 9 月） 

 
事例４の語りに登場した RU、JO、RO は姉妹である。また、事例 3 の JO

と事例 4 の JO は同一人物である。3 人のうち、最も若い RO に聞き取りを

行ったのが事例 5 である。 
 
事例５ 「網袋を肩から提げてはいけないとは、私たちのころにはもう言

わなかった。RU のころには言っただろうが。RU のころは、市場でよそ

の村の男と知り合って、女がその男についていってしまうと、父親も母親

も探し回ったものだ。探して、その村まで行って娘を取り返してきたそう

だ。私たちのころには、そりゃ親は探すけれど、取り返すというほどまで

はね。私たちが若いころには、マプリックの市場やネリクム（Nelikum）、

クニンビス（Kunimbis）９などで、ダンスパーティをやっていた。1984
年から 1989 年ごろだ。金曜の夜は、ダンスパーティが開かれていた。村

の男たちと連れ立って行き、ダンスして、朝になってから帰って来たもの

だった。」（RO 50 代 女性 2006 年 2 月） 
 
事例４と事例５からは、RO の若い時代には「女性は網袋を頭から提げる

べきである」という規範が弱まっていたことが分かる。次節では、RO の姉

たちが若い時代に、網袋の紐を前頭部にかけて提げる姿がどのように考えら

れていたのかを見ていく。 
 
(2)伝統的な提げ方について 

事例６と事例７は 70 代男性、事例８は推定 70 代から 80 代前半の男性の

語りである。事例６は、女性が網袋を肩から提げる姿がどのように見えてい

たかを語っている。事例７と事例８は、人生儀礼の場で使用する網袋の提げ

方に言及している。 
 

 
 

   
写真１ グラウット        写真２ ジャンバウット       写真３ 子の眠るジャンバウット 
 

      
  写真４ マンジュウット      写真５ サーニンのデザイン 
 
第二に、ジャンバウットとは中型で、ヤムイモやタロイモなどのイモ類、

バナナ、葉物野菜などの運搬と、子どもの運搬、揺りかごに使用される網袋

である（写真２、３参照）。ジャンバウットのジャンバ（jaaba）とは「飾る」

ことを意味している５。女性たちはジャンバウットを携えて、毎日のように

畑へ出かけ野菜を収穫する。市場への野菜の運搬にもジャンバウットが使用

される。子どもが生まれると女性たちは、乳児をジャンバウットに入れて運

搬する。木陰に揺りかごとして提げておくこともある。ジャンバウットは、

女性たちが毎日の生活を営む上で欠かすことのできない網袋である。ジャン

バウットもグラウットと同様に女性のみが使用し、前頭部に紐をかけ背中側

に提げて用いられる。 
第三に、マンジュウットとは小型で、嗜好品の檳榔樹の実６や煙草、小銭、

その他の小物などをいれて携行される網袋である（写真４参照）。マンジュウ

ットのマンジュ（maajë）とは、「糸」と「線」を意味し、サム方言の人々に

とっては「我々」を意味する言葉でもある７。現在では、男性も女性もマン

ジュウットを肩から提げる。しかし、村人によれば、かつてマンジュウット

を肩から提げるのは男性のみで、女性はグラウットやジャンバウットと同様

に、マンジュウットも頭から背中側へ垂らして使用したという。かつて、「女

は肩から網袋を提げてはいけない」といわれたのは、このマンジュウットの

提げ方についてである。次章では、マンジュウットの提げ方の変化について、

村人の語りを見ていく。 
 
３．網袋の提げ方に関する語り 

(1)提げ方の変化について 

 本節では、女性たちがマンジュウットを肩から提げるようになったことに

ついて、村人がどのように語っているのかを見ていく。まず、事例 1 と事例

2 は、女性たちが網袋を肩から提げ始めた当時を覚えている 70 代の男性の語

りである。 
 
事例１ 「独立したころ女たちが変わった。網袋を肩から提げる（wut 
kalu）、短パンをはく、ティーシャツを着る。昔は、マンジュウットも頭

から提げて（wut ti）、（体には）布を巻いたものだった。ルルアイ（luluai）、
トゥルトゥル（tultul）８の頃にはな。お前は男じゃない、網袋を肩から提

げてはいけない、頭から提げるものだと言ったものだ。独立してからこう

いう言い方をしなくなった。」（PA 70 代 男性 2014 年 9 月） 
 
事例２ 「「女は肩から網袋を提げてはいけない」と言ったのは 1970 年代

だ。80 年代には次第に言わなくなった。90 年代にはもう言わなかったな。

女たちがマンジュウットを肩から提げるようになったのは、白人女性

（wait meri）の真似だったのだろう。」（AR 70 代 男性 2006 年 8 月） 
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事例６ 「（網袋の紐を前頭部にかけて背負うように提げる姿の女は、）母

親と一緒に座っている女だ、母親と一緒に料理して食べて、頭から提げた

網袋の上に薪をのせて母親と一緒に歩く。いい女だ、あの女と結婚しよう、

そう言ったものだ。働く女。そういう女はいい母親になる。夫と子どもを

よく世話する。」（PA 70 代男性 2014 年 9 月） 
 
事例７ 「女は（女の）秘密を知ったら、サーニン（saanim 赤と黒の横

縞の三角形が連続したデザイン）の網袋（写真 5 参照）を提げることがで

きた。男も（男の）秘密を知ったら、サーニンの網袋を提げることができ

た。」（PA 70 代 男性 2014 年 9 月） 
 
事例８ 「子どものころから、網袋の提げ方は決まっていた。男は肩から、

女は頭から。最初は白い小さな網袋。むかしは白い網袋か、グラエ（glae 二
本の線が入ったデザイン）の網袋ぐらいしかなかった。昔は、女は秘密を

知ったらサーニンの網袋を提げた。男もすべての秘密を知ったら、サーニ

ンの網袋を提げた。」（DA 推定 70 代後半～80 代前半 2014 年 9 月） 
 
事例７と事例８に登場する女の秘密とは初潮を指し、男の秘密とは男性の

成人儀礼で開示される笛や祖先像を示している。以上の語りを資料として、

次章では網袋の提げ方に変化が現れた時期がいつかを推定し、当時起こって

いた社会的変化について述べる。そして、網袋を女性たちが肩から提げ始め

たという変化が何を意味していたのかを考察する。 
 
４．網袋の提げ方の変化とジェンダー 

(1)網袋の提げ方に変化が現れた時期 

 本節では、第３章で紹介した事例を手掛かりに、マンジュウットの提げ方

に変化が起きていた時期について考察したい。 
 事例１では、女性たちが網袋を肩から提げ始めたのが「独立の頃」からだ

とされ、それと対比されて、網袋の紐を前頭部にかけて提げていたのが「ル

ルアイ、トゥルトゥルの頃」とされている。現在のパプアニューギニアが国

家としてオーストラリアから独立したのは1975年のことであり、「ルルアイ、

トゥルトゥルの頃」とは植民地統治下にあった時代のことを指している。 
 事例２では、「女は肩から網袋を提げてはいけない」と聞いたのは 1970 年

代であり、次第に下火になったのは 80 年代、全く聞かれなくなったのが 90
年代だと述べている。事例４では、「女は肩から網袋を提げてはいけない」と

言ったのは 1960 年代であり、終息したのは 1980 年代と述べられている。事

例２と事例４から、「女は網袋を肩から提げてはいけない」という言説がほぼ

終息したのが 1980 年代と推定される。ただし、この言説が聞かれたという

時代については、1960 年代と 1970 年代というずれがある。 
事例３と事例４に登場する RU、JO、RO の年齢は、RU が推定 60 代後半

から 70 代前半、JO が 60 代、RO が 50 代前半である。1960 年代から 1970
年代には、RU は 20 代から 30 代で、JO は 10 代から 20 代、RO は 0 代か

ら 10 代であったと推定される。この女性たちが例として挙げられることか

ら、網袋を肩から提げるようになったのは、当時、女性たちの中でも比較的

若い世代であったことが推定できる。 
現在の彼女たちの網袋の提げ方を観察すると、RU は、座って世間話をし

ている間マンジュウットを傍らに置いているが、そろそろ出発しようと立ち

上がるとき、網袋の紐を自然に頭の方へ持っていく。マンジュウットを肩か

ら提げることもあるが、頭から提げる動作は、彼女にとって身体化された自

然な動作である。JO と RO は、マンジュウットを肩から提げていることが

多い。彼女たちがマンジュウットを頭に持っていくのは、両手を他の作業に

使用する必要があるときのみである。姉たちに比べて RO が「女は肩から網

袋を提げてはいけない」という言説の対象とならなかったのは、1960 年代に

は彼女がまだ幼い子どもであったからと考えられる。また、彼女が 10 代か

ら 20 代になる 1970 年代から 1980 年代には、すでに彼女よりも年長の世代

が批判の対象となった後であったと推定される。RU、JO が言説の対象とな

った世代であるが、現在でも RU がマンジュウットを頭から提げることから

考えて、彼女の若い時代には、マンジュウットを肩から提げる女性は多くは

なかったと推定する。マンジュウットを肩から提げる女性が増加するのは、

JO の世代からだと推定する。 

 
 次の事例 3 と事例 4 は、同一人物の語りである。インフォーマントは 50
代の男性である。彼が少年の頃、マンジュウットの提げ方の変化は起こって

いたと考えられる。 
 
事例３ 「もしも女が網袋を肩から提げて広場を横切ろうものなら、お前

は男か、網袋を肩から提げて歩くなんて、と言われただろう。マンジュウ

ットにはタバコの葉と檳榔樹の実、編みかけの網袋と糸が入っていたもの

だ。それを女たちは頭から提げて歩いた。グラウットと同じように。女は

いつも網袋を頭から提げたものだ。もしも網袋が多すぎれば、赤ん坊の入

った網袋を首から提げたものだ。昔はみんな呪術を恐れた。男がボスだか

らだ。女たちが言うことを聞かないと呪術をかけられた。女は男の言うこ

とを聞かなければならなかった。JO ぐらいが、網袋を肩から提げた最初

の世代だろう。」（BO 50 代 男性 2014 年 9 月） 
 
この語りは、とくに広場が、女性に対する規範の強く表れる場であったこ

とを教えてくれる。村の住民にとって重要な取り決めを行うときには、男た

ちは広場に面した建物の中に座り、女たちは建物の外に、広場を囲むように

座る。かつて、この広場に面した建物は、男性の就寝場所でもあったという。

この他、成人儀礼の場となる精霊堂や、農産物の実りを祈る石が祀られた建

物など、男性に関わる建物が広場の周囲には立っていた。 
なお、この語りのように、呪術は、社会的変容が起こる以前の男性の権威

について語るときに、しばしば持ち出される。とくに、年長の男性が強い呪

術的力を持っており、恐れられていたという。 
 
事例４ 「今は呪術がなくなって、女たちは好きなように網袋を提げるこ

とができるようになった。（「女は肩から網袋を提げてはいけない」と）誰

が言うだろうか、誰も言わない。昔、男たちは喜ばなかった。なぜなら女

だからだ。子どもも食べ物も、こんなふうに（肩から）提げることはでき

ない。見た目にも悪い。「女は肩から網袋を提げてはいけない」と言った

のは 1960 年代だ。言わなくなったのは 1980 年代だろう。RU や JO の若

い頃には言われただろうが、RO の頃にはもう言わなかった。」（BO 50
代 男性 2014 年 9 月） 

 
事例４の語りに登場した RU、JO、RO は姉妹である。また、事例 3 の JO

と事例 4 の JO は同一人物である。3 人のうち、最も若い RO に聞き取りを

行ったのが事例 5 である。 
 
事例５ 「網袋を肩から提げてはいけないとは、私たちのころにはもう言

わなかった。RU のころには言っただろうが。RU のころは、市場でよそ

の村の男と知り合って、女がその男についていってしまうと、父親も母親

も探し回ったものだ。探して、その村まで行って娘を取り返してきたそう

だ。私たちのころには、そりゃ親は探すけれど、取り返すというほどまで

はね。私たちが若いころには、マプリックの市場やネリクム（Nelikum）、

クニンビス（Kunimbis）９などで、ダンスパーティをやっていた。1984
年から 1989 年ごろだ。金曜の夜は、ダンスパーティが開かれていた。村

の男たちと連れ立って行き、ダンスして、朝になってから帰って来たもの

だった。」（RO 50 代 女性 2006 年 2 月） 
 
事例４と事例５からは、RO の若い時代には「女性は網袋を頭から提げる

べきである」という規範が弱まっていたことが分かる。次節では、RO の姉

たちが若い時代に、網袋の紐を前頭部にかけて提げる姿がどのように考えら

れていたのかを見ていく。 
 
(2)伝統的な提げ方について 

事例６と事例７は 70 代男性、事例８は推定 70 代から 80 代前半の男性の

語りである。事例６は、女性が網袋を肩から提げる姿がどのように見えてい

たかを語っている。事例７と事例８は、人生儀礼の場で使用する網袋の提げ

方に言及している。 
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事例６ 「（網袋の紐を前頭部にかけて背負うように提げる姿の女は、）母

親と一緒に座っている女だ、母親と一緒に料理して食べて、頭から提げた

網袋の上に薪をのせて母親と一緒に歩く。いい女だ、あの女と結婚しよう、

そう言ったものだ。働く女。そういう女はいい母親になる。夫と子どもを

よく世話する。」（PA 70 代男性 2014 年 9 月） 
 
事例７ 「女は（女の）秘密を知ったら、サーニン（saanim 赤と黒の横

縞の三角形が連続したデザイン）の網袋（写真 5 参照）を提げることがで

きた。男も（男の）秘密を知ったら、サーニンの網袋を提げることができ

た。」（PA 70 代 男性 2014 年 9 月） 
 
事例８ 「子どものころから、網袋の提げ方は決まっていた。男は肩から、

女は頭から。最初は白い小さな網袋。むかしは白い網袋か、グラエ（glae 二
本の線が入ったデザイン）の網袋ぐらいしかなかった。昔は、女は秘密を

知ったらサーニンの網袋を提げた。男もすべての秘密を知ったら、サーニ

ンの網袋を提げた。」（DA 推定 70 代後半～80 代前半 2014 年 9 月） 
 
事例７と事例８に登場する女の秘密とは初潮を指し、男の秘密とは男性の

成人儀礼で開示される笛や祖先像を示している。以上の語りを資料として、

次章では網袋の提げ方に変化が現れた時期がいつかを推定し、当時起こって

いた社会的変化について述べる。そして、網袋を女性たちが肩から提げ始め

たという変化が何を意味していたのかを考察する。 
 
４．網袋の提げ方の変化とジェンダー 

(1)網袋の提げ方に変化が現れた時期 

 本節では、第３章で紹介した事例を手掛かりに、マンジュウットの提げ方

に変化が起きていた時期について考察したい。 
 事例１では、女性たちが網袋を肩から提げ始めたのが「独立の頃」からだ

とされ、それと対比されて、網袋の紐を前頭部にかけて提げていたのが「ル

ルアイ、トゥルトゥルの頃」とされている。現在のパプアニューギニアが国

家としてオーストラリアから独立したのは1975年のことであり、「ルルアイ、

トゥルトゥルの頃」とは植民地統治下にあった時代のことを指している。 
 事例２では、「女は肩から網袋を提げてはいけない」と聞いたのは 1970 年

代であり、次第に下火になったのは 80 年代、全く聞かれなくなったのが 90
年代だと述べている。事例４では、「女は肩から網袋を提げてはいけない」と

言ったのは 1960 年代であり、終息したのは 1980 年代と述べられている。事

例２と事例４から、「女は網袋を肩から提げてはいけない」という言説がほぼ

終息したのが 1980 年代と推定される。ただし、この言説が聞かれたという

時代については、1960 年代と 1970 年代というずれがある。 
事例３と事例４に登場する RU、JO、RO の年齢は、RU が推定 60 代後半

から 70 代前半、JO が 60 代、RO が 50 代前半である。1960 年代から 1970
年代には、RU は 20 代から 30 代で、JO は 10 代から 20 代、RO は 0 代か

ら 10 代であったと推定される。この女性たちが例として挙げられることか

ら、網袋を肩から提げるようになったのは、当時、女性たちの中でも比較的

若い世代であったことが推定できる。 
現在の彼女たちの網袋の提げ方を観察すると、RU は、座って世間話をし

ている間マンジュウットを傍らに置いているが、そろそろ出発しようと立ち

上がるとき、網袋の紐を自然に頭の方へ持っていく。マンジュウットを肩か

ら提げることもあるが、頭から提げる動作は、彼女にとって身体化された自

然な動作である。JO と RO は、マンジュウットを肩から提げていることが

多い。彼女たちがマンジュウットを頭に持っていくのは、両手を他の作業に

使用する必要があるときのみである。姉たちに比べて RO が「女は肩から網

袋を提げてはいけない」という言説の対象とならなかったのは、1960 年代に

は彼女がまだ幼い子どもであったからと考えられる。また、彼女が 10 代か

ら 20 代になる 1970 年代から 1980 年代には、すでに彼女よりも年長の世代

が批判の対象となった後であったと推定される。RU、JO が言説の対象とな

った世代であるが、現在でも RU がマンジュウットを頭から提げることから

考えて、彼女の若い時代には、マンジュウットを肩から提げる女性は多くは

なかったと推定する。マンジュウットを肩から提げる女性が増加するのは、

JO の世代からだと推定する。 

 
 次の事例 3 と事例 4 は、同一人物の語りである。インフォーマントは 50
代の男性である。彼が少年の頃、マンジュウットの提げ方の変化は起こって

いたと考えられる。 
 
事例３ 「もしも女が網袋を肩から提げて広場を横切ろうものなら、お前

は男か、網袋を肩から提げて歩くなんて、と言われただろう。マンジュウ

ットにはタバコの葉と檳榔樹の実、編みかけの網袋と糸が入っていたもの

だ。それを女たちは頭から提げて歩いた。グラウットと同じように。女は

いつも網袋を頭から提げたものだ。もしも網袋が多すぎれば、赤ん坊の入

った網袋を首から提げたものだ。昔はみんな呪術を恐れた。男がボスだか

らだ。女たちが言うことを聞かないと呪術をかけられた。女は男の言うこ

とを聞かなければならなかった。JO ぐらいが、網袋を肩から提げた最初

の世代だろう。」（BO 50 代 男性 2014 年 9 月） 
 
この語りは、とくに広場が、女性に対する規範の強く表れる場であったこ

とを教えてくれる。村の住民にとって重要な取り決めを行うときには、男た

ちは広場に面した建物の中に座り、女たちは建物の外に、広場を囲むように

座る。かつて、この広場に面した建物は、男性の就寝場所でもあったという。

この他、成人儀礼の場となる精霊堂や、農産物の実りを祈る石が祀られた建

物など、男性に関わる建物が広場の周囲には立っていた。 
なお、この語りのように、呪術は、社会的変容が起こる以前の男性の権威

について語るときに、しばしば持ち出される。とくに、年長の男性が強い呪

術的力を持っており、恐れられていたという。 
 
事例４ 「今は呪術がなくなって、女たちは好きなように網袋を提げるこ

とができるようになった。（「女は肩から網袋を提げてはいけない」と）誰

が言うだろうか、誰も言わない。昔、男たちは喜ばなかった。なぜなら女

だからだ。子どもも食べ物も、こんなふうに（肩から）提げることはでき

ない。見た目にも悪い。「女は肩から網袋を提げてはいけない」と言った

のは 1960 年代だ。言わなくなったのは 1980 年代だろう。RU や JO の若

い頃には言われただろうが、RO の頃にはもう言わなかった。」（BO 50
代 男性 2014 年 9 月） 

 
事例４の語りに登場した RU、JO、RO は姉妹である。また、事例 3 の JO

と事例 4 の JO は同一人物である。3 人のうち、最も若い RO に聞き取りを

行ったのが事例 5 である。 
 
事例５ 「網袋を肩から提げてはいけないとは、私たちのころにはもう言

わなかった。RU のころには言っただろうが。RU のころは、市場でよそ

の村の男と知り合って、女がその男についていってしまうと、父親も母親

も探し回ったものだ。探して、その村まで行って娘を取り返してきたそう

だ。私たちのころには、そりゃ親は探すけれど、取り返すというほどまで

はね。私たちが若いころには、マプリックの市場やネリクム（Nelikum）、

クニンビス（Kunimbis）９などで、ダンスパーティをやっていた。1984
年から 1989 年ごろだ。金曜の夜は、ダンスパーティが開かれていた。村

の男たちと連れ立って行き、ダンスして、朝になってから帰って来たもの

だった。」（RO 50 代 女性 2006 年 2 月） 
 
事例４と事例５からは、RO の若い時代には「女性は網袋を頭から提げる

べきである」という規範が弱まっていたことが分かる。次節では、RO の姉

たちが若い時代に、網袋の紐を前頭部にかけて提げる姿がどのように考えら

れていたのかを見ていく。 
 
(2)伝統的な提げ方について 

事例６と事例７は 70 代男性、事例８は推定 70 代から 80 代前半の男性の

語りである。事例６は、女性が網袋を肩から提げる姿がどのように見えてい

たかを語っている。事例７と事例８は、人生儀礼の場で使用する網袋の提げ

方に言及している。 
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マプリック町の建設が始まったのは、1930 年代の金鉱の発見を契機にして

いる。当時、鉱山関係者とともに、ミッションが入ってきたという。金鉱は

山中に発見されており、そこへアクセスできる距離にあり、西洋人にとって

比較的居住しやすい開けた地形のマプリックが、鉱山関係者とミッションの

基地として選択された。その後、第二次世界大戦を経て、1950 年代にはピー

ナッツや米、コーヒーなどの換金作物が導入された。当時、西洋人の経営す

る商店では、布や塩、砂糖などが販売されていた。また、1950 年代には、海

岸部のプランテーションへの出稼ぎ者が募られ、ニャミクム村の男性のなか

にも出稼ぎに行った者がいた。 
そして、1964 年には、現地で生産した農産物を販売できる市場が導入され

た［Stent1984:122］。この市場で、女性たちは農産物を販売するようになっ

た。1960 年代、マプリック地方には、約 200 人もの西洋人が住んでいたと

いう［バーチル 1986:27］。政府関係の役人や宣教師、医師、教師などとその

妻や子どもたち、看護婦の女性であった。同時期、マプリック町に近いニャ

ミクム村には、SIL（Summer Institute of Linguistics）という聖書を現地

の言葉に翻訳し、その内容を布教する団体が入り活動していた。SIL の職員

は、妻と 3 人の子どもを連れてきてニャミクム村に住んでいたという。SIL
とニャミクム村住民の関係は良好であったという。1960 年代という時代は、

ニャミクム村の女性たちにとって、網袋を肩から提げるスタイルの見本とな

る西洋人女性が身近にいたばかりではなく、行政指導によって導入された市

場で農産物の販売が始められた時期でもある。 
マンジュウットを肩から提げる女性が出現し、それが批判の対象となった

のは、市場が導入され、ニャミクム村の女性たちも現金収入を得るようにな

った 1960 年代のことと考える。そして、1970 年代には、マンジュウットを

肩から提げる女性が次第に増え、そのスタイルが 1980 年代までに定着した

と考える。事例１では、パプアニューギニアの独立のころが女性たちの変化

の起点として語られているが、社会的な変化について聞き取りを行っている

と独立が持ち出されることはしばしばある。事態は連続的に変化していたと

考えられ、記憶に残る当時の大きな出来事である独立が、変化の起点として

語られるということであろう。 

 
(2) 伝統的な網袋の提げ方とジェンダー 

前節では、女性たちがマンジュウットを肩から提げ始めた時代を特定した

が、本節では、マンジュウットの提げ方に変化が起こる以前、男女の網袋の

提げ方の違いが何を表していたのかを考察したい。 
前述したように、女性はグラウット、ジャンバウット、マンジュウットの

全てを前頭部に紐をかけて、背中に背負うようにして運搬していた。グラウ

ットにはヤムイモや薪、子豚、ジャンバウットにはヤムイモをはじめとした

作物と子を入れた。マンジュウットには檳榔樹の実、たばこの葉、編み掛け

の網袋が入っていた。ニャミクム村の女性に対して、「重い網袋を運べるぐら

い強い女」という言葉は褒め言葉である。事例６では、網袋を頭から提げた

女性は働き者であり、よい母親になることが語られていた。網袋を女性が頭

から提げる姿は、母としての役割を象徴していたと考えられる。 
なお、アベラム語で網袋をウット（wut）ということは前述したが、アベ

ラム語では女性の体内の子宮もウット（wut）である。「子どもが生まれる前

は、このウット（子宮）で育て、生まれたらこのウット（網袋）で育てる」

という。網袋の伸縮性は、子宮の伸縮性と似ているという。網袋は、母とし

ての役割だけではなく、女性の生殖力をも象徴していると考えられる。 
一方、男性の使用する網袋はマンジュウットのみである。男性は、網袋の

紐に一方の腕と頭を通して斜め掛けしたり、一方の腕だけを通して肩に提げ

たりして携行する。檳榔樹の実、たばこの葉などの嗜好品の他、呪術に使用

する道具をマンジュウットに入れて携行する男性もいたという。男性が肩か

ら提げる網袋はマンジュウットのみだが、網袋を使用しない運搬も視野に入

れて考えると、肩での運搬が、男性のスタイルとして考えられていることが

わかる。男性は、農作物や子、仕留めた獲物、建物の建築に用いる木材など

を肩に担いで運ぶ。大型の獲物や、1ｍを超すような巨大なヤムイモは棒に

吊るし、男性二人で棒を肩に担いで運ぶ。つまり、前頭部での運搬が女性の

スタイルとなっているように、肩での運搬は男性のスタイルとなっているの

である。男性は、農産物や子、木材や獲物を肩に乗せて運べるほど強くなけ

ればならない。 

事例６ 「（網袋の紐を前頭部にかけて背負うように提げる姿の女は、）母

親と一緒に座っている女だ、母親と一緒に料理して食べて、頭から提げた

網袋の上に薪をのせて母親と一緒に歩く。いい女だ、あの女と結婚しよう、

そう言ったものだ。働く女。そういう女はいい母親になる。夫と子どもを

よく世話する。」（PA 70 代男性 2014 年 9 月） 
 
事例７ 「女は（女の）秘密を知ったら、サーニン（saanim 赤と黒の横

縞の三角形が連続したデザイン）の網袋（写真 5 参照）を提げることがで

きた。男も（男の）秘密を知ったら、サーニンの網袋を提げることができ

た。」（PA 70 代 男性 2014 年 9 月） 
 
事例８ 「子どものころから、網袋の提げ方は決まっていた。男は肩から、

女は頭から。最初は白い小さな網袋。むかしは白い網袋か、グラエ（glae 二
本の線が入ったデザイン）の網袋ぐらいしかなかった。昔は、女は秘密を

知ったらサーニンの網袋を提げた。男もすべての秘密を知ったら、サーニ

ンの網袋を提げた。」（DA 推定 70 代後半～80 代前半 2014 年 9 月） 
 
事例７と事例８に登場する女の秘密とは初潮を指し、男の秘密とは男性の

成人儀礼で開示される笛や祖先像を示している。以上の語りを資料として、

次章では網袋の提げ方に変化が現れた時期がいつかを推定し、当時起こって

いた社会的変化について述べる。そして、網袋を女性たちが肩から提げ始め

たという変化が何を意味していたのかを考察する。 
 
４．網袋の提げ方の変化とジェンダー 

(1)網袋の提げ方に変化が現れた時期 

 本節では、第３章で紹介した事例を手掛かりに、マンジュウットの提げ方

に変化が起きていた時期について考察したい。 
 事例１では、女性たちが網袋を肩から提げ始めたのが「独立の頃」からだ

とされ、それと対比されて、網袋の紐を前頭部にかけて提げていたのが「ル

ルアイ、トゥルトゥルの頃」とされている。現在のパプアニューギニアが国

家としてオーストラリアから独立したのは1975年のことであり、「ルルアイ、

トゥルトゥルの頃」とは植民地統治下にあった時代のことを指している。 
 事例２では、「女は肩から網袋を提げてはいけない」と聞いたのは 1970 年

代であり、次第に下火になったのは 80 年代、全く聞かれなくなったのが 90
年代だと述べている。事例４では、「女は肩から網袋を提げてはいけない」と

言ったのは 1960 年代であり、終息したのは 1980 年代と述べられている。事

例２と事例４から、「女は網袋を肩から提げてはいけない」という言説がほぼ

終息したのが 1980 年代と推定される。ただし、この言説が聞かれたという

時代については、1960 年代と 1970 年代というずれがある。 
事例３と事例４に登場する RU、JO、RO の年齢は、RU が推定 60 代後半

から 70 代前半、JO が 60 代、RO が 50 代前半である。1960 年代から 1970
年代には、RU は 20 代から 30 代で、JO は 10 代から 20 代、RO は 0 代か

ら 10 代であったと推定される。この女性たちが例として挙げられることか

ら、網袋を肩から提げるようになったのは、当時、女性たちの中でも比較的

若い世代であったことが推定できる。 
現在の彼女たちの網袋の提げ方を観察すると、RU は、座って世間話をし

ている間マンジュウットを傍らに置いているが、そろそろ出発しようと立ち

上がるとき、網袋の紐を自然に頭の方へ持っていく。マンジュウットを肩か

ら提げることもあるが、頭から提げる動作は、彼女にとって身体化された自

然な動作である。JO と RO は、マンジュウットを肩から提げていることが

多い。彼女たちがマンジュウットを頭に持っていくのは、両手を他の作業に

使用する必要があるときのみである。姉たちに比べて RO が「女は肩から網

袋を提げてはいけない」という言説の対象とならなかったのは、1960 年代に

は彼女がまだ幼い子どもであったからと考えられる。また、彼女が 10 代か

ら 20 代になる 1970 年代から 1980 年代には、すでに彼女よりも年長の世代

が批判の対象となった後であったと推定される。RU、JO が言説の対象とな

った世代であるが、現在でも RU がマンジュウットを頭から提げることから

考えて、彼女の若い時代には、マンジュウットを肩から提げる女性は多くは

なかったと推定する。マンジュウットを肩から提げる女性が増加するのは、

JO の世代からだと推定する。 
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マプリック町の建設が始まったのは、1930 年代の金鉱の発見を契機にして

いる。当時、鉱山関係者とともに、ミッションが入ってきたという。金鉱は

山中に発見されており、そこへアクセスできる距離にあり、西洋人にとって

比較的居住しやすい開けた地形のマプリックが、鉱山関係者とミッションの

基地として選択された。その後、第二次世界大戦を経て、1950 年代にはピー

ナッツや米、コーヒーなどの換金作物が導入された。当時、西洋人の経営す

る商店では、布や塩、砂糖などが販売されていた。また、1950 年代には、海

岸部のプランテーションへの出稼ぎ者が募られ、ニャミクム村の男性のなか

にも出稼ぎに行った者がいた。 
そして、1964 年には、現地で生産した農産物を販売できる市場が導入され

た［Stent1984:122］。この市場で、女性たちは農産物を販売するようになっ

た。1960 年代、マプリック地方には、約 200 人もの西洋人が住んでいたと

いう［バーチル 1986:27］。政府関係の役人や宣教師、医師、教師などとその

妻や子どもたち、看護婦の女性であった。同時期、マプリック町に近いニャ

ミクム村には、SIL（Summer Institute of Linguistics）という聖書を現地

の言葉に翻訳し、その内容を布教する団体が入り活動していた。SIL の職員

は、妻と 3 人の子どもを連れてきてニャミクム村に住んでいたという。SIL
とニャミクム村住民の関係は良好であったという。1960 年代という時代は、

ニャミクム村の女性たちにとって、網袋を肩から提げるスタイルの見本とな

る西洋人女性が身近にいたばかりではなく、行政指導によって導入された市

場で農産物の販売が始められた時期でもある。 
マンジュウットを肩から提げる女性が出現し、それが批判の対象となった

のは、市場が導入され、ニャミクム村の女性たちも現金収入を得るようにな

った 1960 年代のことと考える。そして、1970 年代には、マンジュウットを

肩から提げる女性が次第に増え、そのスタイルが 1980 年代までに定着した

と考える。事例１では、パプアニューギニアの独立のころが女性たちの変化

の起点として語られているが、社会的な変化について聞き取りを行っている

と独立が持ち出されることはしばしばある。事態は連続的に変化していたと

考えられ、記憶に残る当時の大きな出来事である独立が、変化の起点として

語られるということであろう。 

 
(2) 伝統的な網袋の提げ方とジェンダー 

前節では、女性たちがマンジュウットを肩から提げ始めた時代を特定した

が、本節では、マンジュウットの提げ方に変化が起こる以前、男女の網袋の

提げ方の違いが何を表していたのかを考察したい。 
前述したように、女性はグラウット、ジャンバウット、マンジュウットの

全てを前頭部に紐をかけて、背中に背負うようにして運搬していた。グラウ

ットにはヤムイモや薪、子豚、ジャンバウットにはヤムイモをはじめとした

作物と子を入れた。マンジュウットには檳榔樹の実、たばこの葉、編み掛け

の網袋が入っていた。ニャミクム村の女性に対して、「重い網袋を運べるぐら

い強い女」という言葉は褒め言葉である。事例６では、網袋を頭から提げた

女性は働き者であり、よい母親になることが語られていた。網袋を女性が頭

から提げる姿は、母としての役割を象徴していたと考えられる。 
なお、アベラム語で網袋をウット（wut）ということは前述したが、アベ

ラム語では女性の体内の子宮もウット（wut）である。「子どもが生まれる前

は、このウット（子宮）で育て、生まれたらこのウット（網袋）で育てる」

という。網袋の伸縮性は、子宮の伸縮性と似ているという。網袋は、母とし

ての役割だけではなく、女性の生殖力をも象徴していると考えられる。 
一方、男性の使用する網袋はマンジュウットのみである。男性は、網袋の

紐に一方の腕と頭を通して斜め掛けしたり、一方の腕だけを通して肩に提げ

たりして携行する。檳榔樹の実、たばこの葉などの嗜好品の他、呪術に使用

する道具をマンジュウットに入れて携行する男性もいたという。男性が肩か

ら提げる網袋はマンジュウットのみだが、網袋を使用しない運搬も視野に入

れて考えると、肩での運搬が、男性のスタイルとして考えられていることが

わかる。男性は、農作物や子、仕留めた獲物、建物の建築に用いる木材など

を肩に担いで運ぶ。大型の獲物や、1ｍを超すような巨大なヤムイモは棒に

吊るし、男性二人で棒を肩に担いで運ぶ。つまり、前頭部での運搬が女性の

スタイルとなっているように、肩での運搬は男性のスタイルとなっているの

である。男性は、農産物や子、木材や獲物を肩に乗せて運べるほど強くなけ

ればならない。 

事例６ 「（網袋の紐を前頭部にかけて背負うように提げる姿の女は、）母

親と一緒に座っている女だ、母親と一緒に料理して食べて、頭から提げた

網袋の上に薪をのせて母親と一緒に歩く。いい女だ、あの女と結婚しよう、

そう言ったものだ。働く女。そういう女はいい母親になる。夫と子どもを

よく世話する。」（PA 70 代男性 2014 年 9 月） 
 
事例７ 「女は（女の）秘密を知ったら、サーニン（saanim 赤と黒の横

縞の三角形が連続したデザイン）の網袋（写真 5 参照）を提げることがで

きた。男も（男の）秘密を知ったら、サーニンの網袋を提げることができ

た。」（PA 70 代 男性 2014 年 9 月） 
 
事例８ 「子どものころから、網袋の提げ方は決まっていた。男は肩から、

女は頭から。最初は白い小さな網袋。むかしは白い網袋か、グラエ（glae 二
本の線が入ったデザイン）の網袋ぐらいしかなかった。昔は、女は秘密を

知ったらサーニンの網袋を提げた。男もすべての秘密を知ったら、サーニ

ンの網袋を提げた。」（DA 推定 70 代後半～80 代前半 2014 年 9 月） 
 
事例７と事例８に登場する女の秘密とは初潮を指し、男の秘密とは男性の

成人儀礼で開示される笛や祖先像を示している。以上の語りを資料として、

次章では網袋の提げ方に変化が現れた時期がいつかを推定し、当時起こって

いた社会的変化について述べる。そして、網袋を女性たちが肩から提げ始め

たという変化が何を意味していたのかを考察する。 
 
４．網袋の提げ方の変化とジェンダー 

(1)網袋の提げ方に変化が現れた時期 

 本節では、第３章で紹介した事例を手掛かりに、マンジュウットの提げ方

に変化が起きていた時期について考察したい。 
 事例１では、女性たちが網袋を肩から提げ始めたのが「独立の頃」からだ

とされ、それと対比されて、網袋の紐を前頭部にかけて提げていたのが「ル

ルアイ、トゥルトゥルの頃」とされている。現在のパプアニューギニアが国

家としてオーストラリアから独立したのは1975年のことであり、「ルルアイ、

トゥルトゥルの頃」とは植民地統治下にあった時代のことを指している。 
 事例２では、「女は肩から網袋を提げてはいけない」と聞いたのは 1970 年

代であり、次第に下火になったのは 80 年代、全く聞かれなくなったのが 90
年代だと述べている。事例４では、「女は肩から網袋を提げてはいけない」と

言ったのは 1960 年代であり、終息したのは 1980 年代と述べられている。事

例２と事例４から、「女は網袋を肩から提げてはいけない」という言説がほぼ

終息したのが 1980 年代と推定される。ただし、この言説が聞かれたという

時代については、1960 年代と 1970 年代というずれがある。 
事例３と事例４に登場する RU、JO、RO の年齢は、RU が推定 60 代後半

から 70 代前半、JO が 60 代、RO が 50 代前半である。1960 年代から 1970
年代には、RU は 20 代から 30 代で、JO は 10 代から 20 代、RO は 0 代か

ら 10 代であったと推定される。この女性たちが例として挙げられることか

ら、網袋を肩から提げるようになったのは、当時、女性たちの中でも比較的

若い世代であったことが推定できる。 
現在の彼女たちの網袋の提げ方を観察すると、RU は、座って世間話をし

ている間マンジュウットを傍らに置いているが、そろそろ出発しようと立ち

上がるとき、網袋の紐を自然に頭の方へ持っていく。マンジュウットを肩か

ら提げることもあるが、頭から提げる動作は、彼女にとって身体化された自

然な動作である。JO と RO は、マンジュウットを肩から提げていることが

多い。彼女たちがマンジュウットを頭に持っていくのは、両手を他の作業に

使用する必要があるときのみである。姉たちに比べて RO が「女は肩から網

袋を提げてはいけない」という言説の対象とならなかったのは、1960 年代に

は彼女がまだ幼い子どもであったからと考えられる。また、彼女が 10 代か

ら 20 代になる 1970 年代から 1980 年代には、すでに彼女よりも年長の世代

が批判の対象となった後であったと推定される。RU、JO が言説の対象とな

った世代であるが、現在でも RU がマンジュウットを頭から提げることから

考えて、彼女の若い時代には、マンジュウットを肩から提げる女性は多くは

なかったと推定する。マンジュウットを肩から提げる女性が増加するのは、

JO の世代からだと推定する。 
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 このような運搬スタイルの男女差は、子どもの網袋の提げ方の違いにも表

れる。子どもには、小さな無地の「白い網袋（waama wut）」が与えられた

という。男児は肩から網袋を提げ、女性は前頭部から提げるものだった。男

女とも成長するにつれて、網袋も大きくなる。網袋製作に化学染料が用いら

れるようになる以前は、サーニンのような複雑なデザインの編み込まれた網

袋は多くはなかったという。ほとんどの網袋は、無地の「白い網袋」か、平

行線などの単純なデザインが編み込まれたものであったという。その中で、

事例７と事例８で語られたサーニンのデザインの編み込まれた網袋（写真 5
参照）は、目を引く網袋であった。サーニンのデザインの網袋は、前述した

ように男女の人生儀礼や精霊堂の新築式で用いられる網袋だった。 
女性に初潮がくると成女儀礼が催されたが、その際、初潮を迎えたばかり

の少女が頭から提げたのがサーニンのデザインの網袋だった。成女儀礼では、

「重い網袋を背負えるほどの強い女性になるように」と諭されたという。ま

た、男性の成人儀礼の場でもサーニンのデザインの網袋は使用されていた。

成人儀礼は、四階梯まであった。第一階梯の儀礼はウルク（wulku）といい、

７才から１０才ぐらいの男児に行われた。男児は、７才から１０才ぐらいま

でに、それまでの母親との同居生活から離れ、父親との同居生活へ移ってい

く。第二階梯の儀礼はクッタクワ（kutakwa）といい、口髭が生えそろう 10
代後半から 20 代前半の若者に行われる。第三階梯の儀礼はグワルンドゥ

（gwaludu）といい、儀礼用ヤムイモ１０の栽培を始める 30 代の男性に行わ

れる。第四階梯の儀礼はプッティ（puti）であり、聞き取り時に事例として

挙げられた男性の年齢にばらつきがあったため判然としないが、40 代にはプ

ッティの段階に達していたと考えられる。プッティに達した男性は、儀礼用

ヤムイモの栽培と交換で力を発揮した。第四階梯まである成人儀礼のうち、

第三階梯と第四階梯に達した男性は、サーニンのデザインの網袋を肩から提

げることができたという。この階梯に達した男性は、成人儀礼の場だけでは

なく、日常的にもサーニンのデザインの網袋を肩から提げることが許された

という。そして、その妻たちも、サーニンのデザインの網袋を頭から提げる

ことができたという１１。 
子守や農作業などの日常の場面でも、成女儀礼の場でも、女性は網袋を頭

から提げた。網袋を女性が頭から提げる姿は、子を産み養う母としての姿を

象徴していたと考えられる。一方、男性は、日常的にも、成人儀礼の場でも、

網袋を肩から提げた。第一義的に母としての女性の役割を象徴している網袋

が、成人男性の肩に提げられる。サーニンのデザインの網袋を男性が提げる

のは、成人儀礼の第三階梯以上に達したときであり、男性が肩から網袋を提

げる姿は、農産物の生産力を示していたと考えられる。そして、男性は、第

三階梯に達するまでに、子を一人か二人持っているのがよいとされている。

儀礼用ヤムイモ生産に関わる男性は、子をもつ能力もある男性である。 
 
（3）女性が肩から提げた網袋が象徴しているもの 

前節では、伝統的な網袋の提げ方の違いが、男女のどのような関係を象徴

していたのかを検討した。女性が頭から提げた網袋は、女性の生殖力や母と

しての役割を象徴していた。そして、男性が肩から提げた網袋は、男性のヤ

ムイモ栽培者としての役割や、生殖力をも象徴していた。本節では、女性が

肩から提げるようになったマンジュウットが、何を象徴していたのかを検討

する。 
網袋の素材に関する聞き取りでは、1960 年代にはまだ、化学染料も、ナイ

ロン糸やアクリル糸１２もほとんど流入していなかった。女性たちによれば、

化学染料がマプリックに入ってきたのは 1970 年代である。ごく少数だが、

1960 年代のことだという者もいる。そして、化学染料よりも遅れて、ナイロ

ン糸とアクリル糸が 1980 年代に入ってきたという。なかには、1970 年代の

ことだったという女性も少数いる。アクリル糸の流入と同時に、この頃、ア

クリルで編んだ高地地域のデザインの網袋も流入している。 
素材やデザインに関する聞き取りから推定できるのは、1960 年代には、ほ

とんどの網袋は、伝統的な技術で製作された植物繊維製１３の網袋であったと

いうことである。染色は、草木染１４で行われていた。マンジュウットも、口

の部分よりも底部が大きく、グラウットやジャンバウットと相似形であった。

1970 年代には、商店や市場で化学染料が手に入るようになった。草木染に比

べて手軽に鮮やかに染まる化学染料に、女性たちは心惹かれた。市場で農産

物の販売で得た現金をやりくりし、化学染料を購入した。サーニンのデザイ

マプリック町の建設が始まったのは、1930 年代の金鉱の発見を契機にして

いる。当時、鉱山関係者とともに、ミッションが入ってきたという。金鉱は

山中に発見されており、そこへアクセスできる距離にあり、西洋人にとって

比較的居住しやすい開けた地形のマプリックが、鉱山関係者とミッションの

基地として選択された。その後、第二次世界大戦を経て、1950 年代にはピー

ナッツや米、コーヒーなどの換金作物が導入された。当時、西洋人の経営す

る商店では、布や塩、砂糖などが販売されていた。また、1950 年代には、海

岸部のプランテーションへの出稼ぎ者が募られ、ニャミクム村の男性のなか

にも出稼ぎに行った者がいた。 
そして、1964 年には、現地で生産した農産物を販売できる市場が導入され

た［Stent1984:122］。この市場で、女性たちは農産物を販売するようになっ

た。1960 年代、マプリック地方には、約 200 人もの西洋人が住んでいたと

いう［バーチル 1986:27］。政府関係の役人や宣教師、医師、教師などとその

妻や子どもたち、看護婦の女性であった。同時期、マプリック町に近いニャ

ミクム村には、SIL（Summer Institute of Linguistics）という聖書を現地

の言葉に翻訳し、その内容を布教する団体が入り活動していた。SIL の職員

は、妻と 3 人の子どもを連れてきてニャミクム村に住んでいたという。SIL
とニャミクム村住民の関係は良好であったという。1960 年代という時代は、

ニャミクム村の女性たちにとって、網袋を肩から提げるスタイルの見本とな

る西洋人女性が身近にいたばかりではなく、行政指導によって導入された市

場で農産物の販売が始められた時期でもある。 
マンジュウットを肩から提げる女性が出現し、それが批判の対象となった

のは、市場が導入され、ニャミクム村の女性たちも現金収入を得るようにな

った 1960 年代のことと考える。そして、1970 年代には、マンジュウットを

肩から提げる女性が次第に増え、そのスタイルが 1980 年代までに定着した

と考える。事例１では、パプアニューギニアの独立のころが女性たちの変化

の起点として語られているが、社会的な変化について聞き取りを行っている

と独立が持ち出されることはしばしばある。事態は連続的に変化していたと

考えられ、記憶に残る当時の大きな出来事である独立が、変化の起点として

語られるということであろう。 

 
(2) 伝統的な網袋の提げ方とジェンダー 

前節では、女性たちがマンジュウットを肩から提げ始めた時代を特定した

が、本節では、マンジュウットの提げ方に変化が起こる以前、男女の網袋の

提げ方の違いが何を表していたのかを考察したい。 
前述したように、女性はグラウット、ジャンバウット、マンジュウットの

全てを前頭部に紐をかけて、背中に背負うようにして運搬していた。グラウ

ットにはヤムイモや薪、子豚、ジャンバウットにはヤムイモをはじめとした

作物と子を入れた。マンジュウットには檳榔樹の実、たばこの葉、編み掛け

の網袋が入っていた。ニャミクム村の女性に対して、「重い網袋を運べるぐら

い強い女」という言葉は褒め言葉である。事例６では、網袋を頭から提げた

女性は働き者であり、よい母親になることが語られていた。網袋を女性が頭

から提げる姿は、母としての役割を象徴していたと考えられる。 
なお、アベラム語で網袋をウット（wut）ということは前述したが、アベ

ラム語では女性の体内の子宮もウット（wut）である。「子どもが生まれる前

は、このウット（子宮）で育て、生まれたらこのウット（網袋）で育てる」

という。網袋の伸縮性は、子宮の伸縮性と似ているという。網袋は、母とし

ての役割だけではなく、女性の生殖力をも象徴していると考えられる。 
一方、男性の使用する網袋はマンジュウットのみである。男性は、網袋の

紐に一方の腕と頭を通して斜め掛けしたり、一方の腕だけを通して肩に提げ

たりして携行する。檳榔樹の実、たばこの葉などの嗜好品の他、呪術に使用

する道具をマンジュウットに入れて携行する男性もいたという。男性が肩か

ら提げる網袋はマンジュウットのみだが、網袋を使用しない運搬も視野に入

れて考えると、肩での運搬が、男性のスタイルとして考えられていることが

わかる。男性は、農作物や子、仕留めた獲物、建物の建築に用いる木材など

を肩に担いで運ぶ。大型の獲物や、1ｍを超すような巨大なヤムイモは棒に

吊るし、男性二人で棒を肩に担いで運ぶ。つまり、前頭部での運搬が女性の

スタイルとなっているように、肩での運搬は男性のスタイルとなっているの

である。男性は、農産物や子、木材や獲物を肩に乗せて運べるほど強くなけ

ればならない。 
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 このような運搬スタイルの男女差は、子どもの網袋の提げ方の違いにも表

れる。子どもには、小さな無地の「白い網袋（waama wut）」が与えられた

という。男児は肩から網袋を提げ、女性は前頭部から提げるものだった。男

女とも成長するにつれて、網袋も大きくなる。網袋製作に化学染料が用いら

れるようになる以前は、サーニンのような複雑なデザインの編み込まれた網

袋は多くはなかったという。ほとんどの網袋は、無地の「白い網袋」か、平

行線などの単純なデザインが編み込まれたものであったという。その中で、

事例７と事例８で語られたサーニンのデザインの編み込まれた網袋（写真 5
参照）は、目を引く網袋であった。サーニンのデザインの網袋は、前述した

ように男女の人生儀礼や精霊堂の新築式で用いられる網袋だった。 
女性に初潮がくると成女儀礼が催されたが、その際、初潮を迎えたばかり

の少女が頭から提げたのがサーニンのデザインの網袋だった。成女儀礼では、

「重い網袋を背負えるほどの強い女性になるように」と諭されたという。ま

た、男性の成人儀礼の場でもサーニンのデザインの網袋は使用されていた。

成人儀礼は、四階梯まであった。第一階梯の儀礼はウルク（wulku）といい、

７才から１０才ぐらいの男児に行われた。男児は、７才から１０才ぐらいま

でに、それまでの母親との同居生活から離れ、父親との同居生活へ移ってい

く。第二階梯の儀礼はクッタクワ（kutakwa）といい、口髭が生えそろう 10
代後半から 20 代前半の若者に行われる。第三階梯の儀礼はグワルンドゥ

（gwaludu）といい、儀礼用ヤムイモ１０の栽培を始める 30 代の男性に行わ

れる。第四階梯の儀礼はプッティ（puti）であり、聞き取り時に事例として

挙げられた男性の年齢にばらつきがあったため判然としないが、40 代にはプ

ッティの段階に達していたと考えられる。プッティに達した男性は、儀礼用

ヤムイモの栽培と交換で力を発揮した。第四階梯まである成人儀礼のうち、

第三階梯と第四階梯に達した男性は、サーニンのデザインの網袋を肩から提

げることができたという。この階梯に達した男性は、成人儀礼の場だけでは

なく、日常的にもサーニンのデザインの網袋を肩から提げることが許された

という。そして、その妻たちも、サーニンのデザインの網袋を頭から提げる

ことができたという１１。 
子守や農作業などの日常の場面でも、成女儀礼の場でも、女性は網袋を頭

から提げた。網袋を女性が頭から提げる姿は、子を産み養う母としての姿を

象徴していたと考えられる。一方、男性は、日常的にも、成人儀礼の場でも、

網袋を肩から提げた。第一義的に母としての女性の役割を象徴している網袋

が、成人男性の肩に提げられる。サーニンのデザインの網袋を男性が提げる

のは、成人儀礼の第三階梯以上に達したときであり、男性が肩から網袋を提

げる姿は、農産物の生産力を示していたと考えられる。そして、男性は、第

三階梯に達するまでに、子を一人か二人持っているのがよいとされている。

儀礼用ヤムイモ生産に関わる男性は、子をもつ能力もある男性である。 
 
（3）女性が肩から提げた網袋が象徴しているもの 

前節では、伝統的な網袋の提げ方の違いが、男女のどのような関係を象徴

していたのかを検討した。女性が頭から提げた網袋は、女性の生殖力や母と

しての役割を象徴していた。そして、男性が肩から提げた網袋は、男性のヤ

ムイモ栽培者としての役割や、生殖力をも象徴していた。本節では、女性が

肩から提げるようになったマンジュウットが、何を象徴していたのかを検討

する。 
網袋の素材に関する聞き取りでは、1960 年代にはまだ、化学染料も、ナイ

ロン糸やアクリル糸１２もほとんど流入していなかった。女性たちによれば、

化学染料がマプリックに入ってきたのは 1970 年代である。ごく少数だが、

1960 年代のことだという者もいる。そして、化学染料よりも遅れて、ナイロ

ン糸とアクリル糸が 1980 年代に入ってきたという。なかには、1970 年代の

ことだったという女性も少数いる。アクリル糸の流入と同時に、この頃、ア

クリルで編んだ高地地域のデザインの網袋も流入している。 
素材やデザインに関する聞き取りから推定できるのは、1960 年代には、ほ

とんどの網袋は、伝統的な技術で製作された植物繊維製１３の網袋であったと

いうことである。染色は、草木染１４で行われていた。マンジュウットも、口

の部分よりも底部が大きく、グラウットやジャンバウットと相似形であった。

1970 年代には、商店や市場で化学染料が手に入るようになった。草木染に比

べて手軽に鮮やかに染まる化学染料に、女性たちは心惹かれた。市場で農産

物の販売で得た現金をやりくりし、化学染料を購入した。サーニンのデザイ

マプリック町の建設が始まったのは、1930 年代の金鉱の発見を契機にして

いる。当時、鉱山関係者とともに、ミッションが入ってきたという。金鉱は

山中に発見されており、そこへアクセスできる距離にあり、西洋人にとって

比較的居住しやすい開けた地形のマプリックが、鉱山関係者とミッションの

基地として選択された。その後、第二次世界大戦を経て、1950 年代にはピー

ナッツや米、コーヒーなどの換金作物が導入された。当時、西洋人の経営す

る商店では、布や塩、砂糖などが販売されていた。また、1950 年代には、海

岸部のプランテーションへの出稼ぎ者が募られ、ニャミクム村の男性のなか

にも出稼ぎに行った者がいた。 
そして、1964 年には、現地で生産した農産物を販売できる市場が導入され

た［Stent1984:122］。この市場で、女性たちは農産物を販売するようになっ

た。1960 年代、マプリック地方には、約 200 人もの西洋人が住んでいたと

いう［バーチル 1986:27］。政府関係の役人や宣教師、医師、教師などとその

妻や子どもたち、看護婦の女性であった。同時期、マプリック町に近いニャ

ミクム村には、SIL（Summer Institute of Linguistics）という聖書を現地

の言葉に翻訳し、その内容を布教する団体が入り活動していた。SIL の職員

は、妻と 3 人の子どもを連れてきてニャミクム村に住んでいたという。SIL
とニャミクム村住民の関係は良好であったという。1960 年代という時代は、

ニャミクム村の女性たちにとって、網袋を肩から提げるスタイルの見本とな

る西洋人女性が身近にいたばかりではなく、行政指導によって導入された市

場で農産物の販売が始められた時期でもある。 
マンジュウットを肩から提げる女性が出現し、それが批判の対象となった

のは、市場が導入され、ニャミクム村の女性たちも現金収入を得るようにな

った 1960 年代のことと考える。そして、1970 年代には、マンジュウットを

肩から提げる女性が次第に増え、そのスタイルが 1980 年代までに定着した

と考える。事例１では、パプアニューギニアの独立のころが女性たちの変化

の起点として語られているが、社会的な変化について聞き取りを行っている

と独立が持ち出されることはしばしばある。事態は連続的に変化していたと

考えられ、記憶に残る当時の大きな出来事である独立が、変化の起点として

語られるということであろう。 

 
(2) 伝統的な網袋の提げ方とジェンダー 

前節では、女性たちがマンジュウットを肩から提げ始めた時代を特定した

が、本節では、マンジュウットの提げ方に変化が起こる以前、男女の網袋の

提げ方の違いが何を表していたのかを考察したい。 
前述したように、女性はグラウット、ジャンバウット、マンジュウットの

全てを前頭部に紐をかけて、背中に背負うようにして運搬していた。グラウ

ットにはヤムイモや薪、子豚、ジャンバウットにはヤムイモをはじめとした

作物と子を入れた。マンジュウットには檳榔樹の実、たばこの葉、編み掛け

の網袋が入っていた。ニャミクム村の女性に対して、「重い網袋を運べるぐら

い強い女」という言葉は褒め言葉である。事例６では、網袋を頭から提げた

女性は働き者であり、よい母親になることが語られていた。網袋を女性が頭

から提げる姿は、母としての役割を象徴していたと考えられる。 
なお、アベラム語で網袋をウット（wut）ということは前述したが、アベ

ラム語では女性の体内の子宮もウット（wut）である。「子どもが生まれる前

は、このウット（子宮）で育て、生まれたらこのウット（網袋）で育てる」

という。網袋の伸縮性は、子宮の伸縮性と似ているという。網袋は、母とし

ての役割だけではなく、女性の生殖力をも象徴していると考えられる。 
一方、男性の使用する網袋はマンジュウットのみである。男性は、網袋の

紐に一方の腕と頭を通して斜め掛けしたり、一方の腕だけを通して肩に提げ

たりして携行する。檳榔樹の実、たばこの葉などの嗜好品の他、呪術に使用

する道具をマンジュウットに入れて携行する男性もいたという。男性が肩か

ら提げる網袋はマンジュウットのみだが、網袋を使用しない運搬も視野に入

れて考えると、肩での運搬が、男性のスタイルとして考えられていることが

わかる。男性は、農作物や子、仕留めた獲物、建物の建築に用いる木材など

を肩に担いで運ぶ。大型の獲物や、1ｍを超すような巨大なヤムイモは棒に

吊るし、男性二人で棒を肩に担いで運ぶ。つまり、前頭部での運搬が女性の

スタイルとなっているように、肩での運搬は男性のスタイルとなっているの

である。男性は、農産物や子、木材や獲物を肩に乗せて運べるほど強くなけ

ればならない。 
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ンを編み込むためには、赤い糸を沢山必要とする。草木染のころには、染色

の難しさから、サーニンのデザインを編もうとしない女性は沢山いたという。

「白い網袋」や単純なデザインの網袋で、日常生活は事足りたのである。し

かし、化学染料が入ってくると、その鮮やかさに心惹かれて、以前はサーニ

ンを編めなかった女性まで、サーニンを編む技術を習得しようとするように

なったという。男女の人生儀礼の場で用いられていたサーニンのデザインの

網袋が、儀礼の場ではなく、市場や教会など、町へ行くための網袋に使用さ

れるようになった。さらに 1980 年代には、アクリル糸とともに、高地地域

で考案された様々なデザインの網袋が流入してくる。マンジュウットは、し

だいに、それまでの口の部分よりも底部が大きい形から、高地のデザインが

編み込まれた正方形に近いものに変化していった。 
1960 年代、マプリック町の市場で農産物を販売するようになった女性たち

は、網袋を肩から提げた西洋人女性をみかけることも珍しくはなかった。そ

の中で、女性たちはマンジュウットを肩から提げ始めたと考えられる。そし

て、徐々に、その実用性からマンジュウットを肩から提げる女性がでてきた

と考える。市場で農産物を売るためには、農産物の入った重いジャンバウッ

トかグラウットを頭から提げて運搬しなければならないが、市場を歩き、教

会や学校へ行くためには、小型のマンジュウットで事足りる。 
女性たちにとって市場は、村の中とは異なる刺激のある空間であった。市

場の近くには教会や学校、病院があり、西洋人や他村の人、言語の異なる人

とも出会うことができた。事例 5 に示したように、1980 年代には市場は男

女の出会いの場となり、ダンスパーティの場ともなっていた。RO を含め、

現在の 50 代から 60 代の世代は、市場で開催されたダンスパーティの記憶を

共有している。ダンスパーティで知り合い、結婚したという 60 代の夫婦も

いる。この RO に比べて、RU が若かった時代には自由度は低かったと考え

られるが、事例５で示したように、RU の若い頃にも、市場で異性と知り合

うということがあった。女性たちによれば、市場や教会、マプリックの町に

行く際には、美しいマンジュウットを選ぶようになったという。軽く、美し

いマンジュウットを、女性たちは肩から提げるようになった。女性たちがマ

ンジュウットを肩から提げ始めたのは、市場を歩き回ったり教会へ行ったり

するためには、軽いマンジュウットを肩から提げる方が実用的であったとい

うことに加えて、自身を魅力的に見せたいという気持ちの表れであると考え

られる。重いグラウットやジャンバウットを頭から提げて運搬する女性の姿

は力強い。マンジュウットを肩から提げる姿は軽やかで、他村の人々や他言

語集団の人々との出会いの場ともなる町という空間で、自身をより魅力的に

見せたいという女性たちの気持ちの表れだったと考える。 
かつて、初潮がきた女性には成女儀礼が行われていたが、現在ではほとん

ど行われることがない。成女儀礼で女性が網袋を頭から提げて盛装したのは、

1980 年代に儀礼を受けた世代が最後だといわれている。筆者が観察した

2000 年代には、成女儀礼は恥ずかしいからと、初潮がきたことを言わない女

性もでてきていた。自身を魅力的に見せたいという気持ちや、初潮を恥ずか

しいと捉える感覚は、自身が女性であるという自覚が芽生えた結果のように

思われる。網袋を頭から提げる姿に象徴される母として性は、社会の再生産

のためにあるように見えるが、網袋を肩から提げる姿に象徴される女として

の性は、社会の再生産のためというよりも、個人のものになったことを示し

ているように思われる。 
一方、女性が肩からマンジュウットを提げるという姿は、男性の姿と同じ

である。女性たちがマンジュウットを肩から提げ始めたころ、その姿を、男

性は容認することはできなかったと考えられる。男性が容認することができ

なかったのは、マンジュウットを肩から提げる姿が、母親としての役割を果

たさない女性に見えたからであったと思われる。「女は肩から網袋を提げては

いけない」という言葉は、母としての役割を果たしていないように見える女

性への批判である。また同時に、村の女性が、以前とは異なる範囲の男性と

知り合うようになったことに対する、男たちの危機感を表していたと考えら

れえる。「女が網袋を肩から提げて、市場をぶらぶらする」という言葉は、女

性が市場で男を探しているというニュアンスをもつ。 
 

５．おわりに 

本論文は、ジェンダーの変化を、モノを使用する行動様式の変化から明ら

かにすることを目的として、パプアニューギニア、アベラム社会における網

 このような運搬スタイルの男女差は、子どもの網袋の提げ方の違いにも表

れる。子どもには、小さな無地の「白い網袋（waama wut）」が与えられた

という。男児は肩から網袋を提げ、女性は前頭部から提げるものだった。男

女とも成長するにつれて、網袋も大きくなる。網袋製作に化学染料が用いら

れるようになる以前は、サーニンのような複雑なデザインの編み込まれた網

袋は多くはなかったという。ほとんどの網袋は、無地の「白い網袋」か、平

行線などの単純なデザインが編み込まれたものであったという。その中で、

事例７と事例８で語られたサーニンのデザインの編み込まれた網袋（写真 5
参照）は、目を引く網袋であった。サーニンのデザインの網袋は、前述した

ように男女の人生儀礼や精霊堂の新築式で用いられる網袋だった。 
女性に初潮がくると成女儀礼が催されたが、その際、初潮を迎えたばかり

の少女が頭から提げたのがサーニンのデザインの網袋だった。成女儀礼では、

「重い網袋を背負えるほどの強い女性になるように」と諭されたという。ま

た、男性の成人儀礼の場でもサーニンのデザインの網袋は使用されていた。

成人儀礼は、四階梯まであった。第一階梯の儀礼はウルク（wulku）といい、

７才から１０才ぐらいの男児に行われた。男児は、７才から１０才ぐらいま

でに、それまでの母親との同居生活から離れ、父親との同居生活へ移ってい

く。第二階梯の儀礼はクッタクワ（kutakwa）といい、口髭が生えそろう 10
代後半から 20 代前半の若者に行われる。第三階梯の儀礼はグワルンドゥ

（gwaludu）といい、儀礼用ヤムイモ１０の栽培を始める 30 代の男性に行わ

れる。第四階梯の儀礼はプッティ（puti）であり、聞き取り時に事例として

挙げられた男性の年齢にばらつきがあったため判然としないが、40 代にはプ

ッティの段階に達していたと考えられる。プッティに達した男性は、儀礼用

ヤムイモの栽培と交換で力を発揮した。第四階梯まである成人儀礼のうち、

第三階梯と第四階梯に達した男性は、サーニンのデザインの網袋を肩から提

げることができたという。この階梯に達した男性は、成人儀礼の場だけでは

なく、日常的にもサーニンのデザインの網袋を肩から提げることが許された

という。そして、その妻たちも、サーニンのデザインの網袋を頭から提げる

ことができたという１１。 
子守や農作業などの日常の場面でも、成女儀礼の場でも、女性は網袋を頭

から提げた。網袋を女性が頭から提げる姿は、子を産み養う母としての姿を

象徴していたと考えられる。一方、男性は、日常的にも、成人儀礼の場でも、

網袋を肩から提げた。第一義的に母としての女性の役割を象徴している網袋

が、成人男性の肩に提げられる。サーニンのデザインの網袋を男性が提げる

のは、成人儀礼の第三階梯以上に達したときであり、男性が肩から網袋を提

げる姿は、農産物の生産力を示していたと考えられる。そして、男性は、第

三階梯に達するまでに、子を一人か二人持っているのがよいとされている。

儀礼用ヤムイモ生産に関わる男性は、子をもつ能力もある男性である。 
 
（3）女性が肩から提げた網袋が象徴しているもの 

前節では、伝統的な網袋の提げ方の違いが、男女のどのような関係を象徴

していたのかを検討した。女性が頭から提げた網袋は、女性の生殖力や母と

しての役割を象徴していた。そして、男性が肩から提げた網袋は、男性のヤ

ムイモ栽培者としての役割や、生殖力をも象徴していた。本節では、女性が

肩から提げるようになったマンジュウットが、何を象徴していたのかを検討

する。 
網袋の素材に関する聞き取りでは、1960 年代にはまだ、化学染料も、ナイ

ロン糸やアクリル糸１２もほとんど流入していなかった。女性たちによれば、

化学染料がマプリックに入ってきたのは 1970 年代である。ごく少数だが、

1960 年代のことだという者もいる。そして、化学染料よりも遅れて、ナイロ

ン糸とアクリル糸が 1980 年代に入ってきたという。なかには、1970 年代の

ことだったという女性も少数いる。アクリル糸の流入と同時に、この頃、ア

クリルで編んだ高地地域のデザインの網袋も流入している。 
素材やデザインに関する聞き取りから推定できるのは、1960 年代には、ほ

とんどの網袋は、伝統的な技術で製作された植物繊維製１３の網袋であったと

いうことである。染色は、草木染１４で行われていた。マンジュウットも、口

の部分よりも底部が大きく、グラウットやジャンバウットと相似形であった。

1970 年代には、商店や市場で化学染料が手に入るようになった。草木染に比

べて手軽に鮮やかに染まる化学染料に、女性たちは心惹かれた。市場で農産

物の販売で得た現金をやりくりし、化学染料を購入した。サーニンのデザイ
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ンを編み込むためには、赤い糸を沢山必要とする。草木染のころには、染色

の難しさから、サーニンのデザインを編もうとしない女性は沢山いたという。

「白い網袋」や単純なデザインの網袋で、日常生活は事足りたのである。し

かし、化学染料が入ってくると、その鮮やかさに心惹かれて、以前はサーニ

ンを編めなかった女性まで、サーニンを編む技術を習得しようとするように

なったという。男女の人生儀礼の場で用いられていたサーニンのデザインの

網袋が、儀礼の場ではなく、市場や教会など、町へ行くための網袋に使用さ

れるようになった。さらに 1980 年代には、アクリル糸とともに、高地地域

で考案された様々なデザインの網袋が流入してくる。マンジュウットは、し

だいに、それまでの口の部分よりも底部が大きい形から、高地のデザインが

編み込まれた正方形に近いものに変化していった。 
1960 年代、マプリック町の市場で農産物を販売するようになった女性たち

は、網袋を肩から提げた西洋人女性をみかけることも珍しくはなかった。そ

の中で、女性たちはマンジュウットを肩から提げ始めたと考えられる。そし

て、徐々に、その実用性からマンジュウットを肩から提げる女性がでてきた

と考える。市場で農産物を売るためには、農産物の入った重いジャンバウッ

トかグラウットを頭から提げて運搬しなければならないが、市場を歩き、教

会や学校へ行くためには、小型のマンジュウットで事足りる。 
女性たちにとって市場は、村の中とは異なる刺激のある空間であった。市

場の近くには教会や学校、病院があり、西洋人や他村の人、言語の異なる人

とも出会うことができた。事例 5 に示したように、1980 年代には市場は男

女の出会いの場となり、ダンスパーティの場ともなっていた。RO を含め、

現在の 50 代から 60 代の世代は、市場で開催されたダンスパーティの記憶を

共有している。ダンスパーティで知り合い、結婚したという 60 代の夫婦も

いる。この RO に比べて、RU が若かった時代には自由度は低かったと考え

られるが、事例５で示したように、RU の若い頃にも、市場で異性と知り合

うということがあった。女性たちによれば、市場や教会、マプリックの町に

行く際には、美しいマンジュウットを選ぶようになったという。軽く、美し

いマンジュウットを、女性たちは肩から提げるようになった。女性たちがマ

ンジュウットを肩から提げ始めたのは、市場を歩き回ったり教会へ行ったり

するためには、軽いマンジュウットを肩から提げる方が実用的であったとい

うことに加えて、自身を魅力的に見せたいという気持ちの表れであると考え

られる。重いグラウットやジャンバウットを頭から提げて運搬する女性の姿

は力強い。マンジュウットを肩から提げる姿は軽やかで、他村の人々や他言

語集団の人々との出会いの場ともなる町という空間で、自身をより魅力的に

見せたいという女性たちの気持ちの表れだったと考える。 
かつて、初潮がきた女性には成女儀礼が行われていたが、現在ではほとん

ど行われることがない。成女儀礼で女性が網袋を頭から提げて盛装したのは、

1980 年代に儀礼を受けた世代が最後だといわれている。筆者が観察した

2000 年代には、成女儀礼は恥ずかしいからと、初潮がきたことを言わない女

性もでてきていた。自身を魅力的に見せたいという気持ちや、初潮を恥ずか

しいと捉える感覚は、自身が女性であるという自覚が芽生えた結果のように

思われる。網袋を頭から提げる姿に象徴される母として性は、社会の再生産

のためにあるように見えるが、網袋を肩から提げる姿に象徴される女として

の性は、社会の再生産のためというよりも、個人のものになったことを示し

ているように思われる。 
一方、女性が肩からマンジュウットを提げるという姿は、男性の姿と同じ

である。女性たちがマンジュウットを肩から提げ始めたころ、その姿を、男

性は容認することはできなかったと考えられる。男性が容認することができ

なかったのは、マンジュウットを肩から提げる姿が、母親としての役割を果

たさない女性に見えたからであったと思われる。「女は肩から網袋を提げては

いけない」という言葉は、母としての役割を果たしていないように見える女

性への批判である。また同時に、村の女性が、以前とは異なる範囲の男性と

知り合うようになったことに対する、男たちの危機感を表していたと考えら

れえる。「女が網袋を肩から提げて、市場をぶらぶらする」という言葉は、女

性が市場で男を探しているというニュアンスをもつ。 
 

５．おわりに 

本論文は、ジェンダーの変化を、モノを使用する行動様式の変化から明ら

かにすることを目的として、パプアニューギニア、アベラム社会における網

 このような運搬スタイルの男女差は、子どもの網袋の提げ方の違いにも表

れる。子どもには、小さな無地の「白い網袋（waama wut）」が与えられた

という。男児は肩から網袋を提げ、女性は前頭部から提げるものだった。男

女とも成長するにつれて、網袋も大きくなる。網袋製作に化学染料が用いら

れるようになる以前は、サーニンのような複雑なデザインの編み込まれた網

袋は多くはなかったという。ほとんどの網袋は、無地の「白い網袋」か、平

行線などの単純なデザインが編み込まれたものであったという。その中で、

事例７と事例８で語られたサーニンのデザインの編み込まれた網袋（写真 5
参照）は、目を引く網袋であった。サーニンのデザインの網袋は、前述した

ように男女の人生儀礼や精霊堂の新築式で用いられる網袋だった。 
女性に初潮がくると成女儀礼が催されたが、その際、初潮を迎えたばかり

の少女が頭から提げたのがサーニンのデザインの網袋だった。成女儀礼では、

「重い網袋を背負えるほどの強い女性になるように」と諭されたという。ま

た、男性の成人儀礼の場でもサーニンのデザインの網袋は使用されていた。

成人儀礼は、四階梯まであった。第一階梯の儀礼はウルク（wulku）といい、

７才から１０才ぐらいの男児に行われた。男児は、７才から１０才ぐらいま

でに、それまでの母親との同居生活から離れ、父親との同居生活へ移ってい

く。第二階梯の儀礼はクッタクワ（kutakwa）といい、口髭が生えそろう 10
代後半から 20 代前半の若者に行われる。第三階梯の儀礼はグワルンドゥ

（gwaludu）といい、儀礼用ヤムイモ１０の栽培を始める 30 代の男性に行わ

れる。第四階梯の儀礼はプッティ（puti）であり、聞き取り時に事例として

挙げられた男性の年齢にばらつきがあったため判然としないが、40 代にはプ

ッティの段階に達していたと考えられる。プッティに達した男性は、儀礼用

ヤムイモの栽培と交換で力を発揮した。第四階梯まである成人儀礼のうち、

第三階梯と第四階梯に達した男性は、サーニンのデザインの網袋を肩から提

げることができたという。この階梯に達した男性は、成人儀礼の場だけでは

なく、日常的にもサーニンのデザインの網袋を肩から提げることが許された

という。そして、その妻たちも、サーニンのデザインの網袋を頭から提げる

ことができたという１１。 
子守や農作業などの日常の場面でも、成女儀礼の場でも、女性は網袋を頭

から提げた。網袋を女性が頭から提げる姿は、子を産み養う母としての姿を

象徴していたと考えられる。一方、男性は、日常的にも、成人儀礼の場でも、

網袋を肩から提げた。第一義的に母としての女性の役割を象徴している網袋

が、成人男性の肩に提げられる。サーニンのデザインの網袋を男性が提げる

のは、成人儀礼の第三階梯以上に達したときであり、男性が肩から網袋を提

げる姿は、農産物の生産力を示していたと考えられる。そして、男性は、第

三階梯に達するまでに、子を一人か二人持っているのがよいとされている。

儀礼用ヤムイモ生産に関わる男性は、子をもつ能力もある男性である。 
 
（3）女性が肩から提げた網袋が象徴しているもの 

前節では、伝統的な網袋の提げ方の違いが、男女のどのような関係を象徴

していたのかを検討した。女性が頭から提げた網袋は、女性の生殖力や母と

しての役割を象徴していた。そして、男性が肩から提げた網袋は、男性のヤ

ムイモ栽培者としての役割や、生殖力をも象徴していた。本節では、女性が

肩から提げるようになったマンジュウットが、何を象徴していたのかを検討

する。 
網袋の素材に関する聞き取りでは、1960 年代にはまだ、化学染料も、ナイ

ロン糸やアクリル糸１２もほとんど流入していなかった。女性たちによれば、

化学染料がマプリックに入ってきたのは 1970 年代である。ごく少数だが、

1960 年代のことだという者もいる。そして、化学染料よりも遅れて、ナイロ

ン糸とアクリル糸が 1980 年代に入ってきたという。なかには、1970 年代の

ことだったという女性も少数いる。アクリル糸の流入と同時に、この頃、ア

クリルで編んだ高地地域のデザインの網袋も流入している。 
素材やデザインに関する聞き取りから推定できるのは、1960 年代には、ほ

とんどの網袋は、伝統的な技術で製作された植物繊維製１３の網袋であったと

いうことである。染色は、草木染１４で行われていた。マンジュウットも、口

の部分よりも底部が大きく、グラウットやジャンバウットと相似形であった。

1970 年代には、商店や市場で化学染料が手に入るようになった。草木染に比

べて手軽に鮮やかに染まる化学染料に、女性たちは心惹かれた。市場で農産

物の販売で得た現金をやりくりし、化学染料を購入した。サーニンのデザイ
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袋の提げ方の変化に関する語りを手掛かりに、近代化の過程におけるジェン

ダーの変化について考察した。 
近代化の過程において網袋が変化し、女性の網袋の提げ方にも変化が生じ

た。本論文では、調査地において「女は肩から網袋を提げてはいけない」と

いう言説が聞かれた時期を、1960 年代から 1970 年代と推定した。当時は、

社会的変化の大きな時期で、とくに市場の導入が、女性たちにとって重要で

あったと考えられる。「女は肩から網袋を提げてはいけない」という批判は、

女性が肩から小型の網袋を提げる姿が一般化する 1980 年代までにほぼ終息

した。 
網袋の提げ方に変化が生ずる以前、女性が頭から提げた網袋は、女性の母

としての役割と生殖力を象徴し、男性が肩から提げた網袋は、男性の農作物

の栽培者としての役割と生殖力を象徴していたことを示した。第一義的に女

性の生殖力を象徴する網袋が、男性の成人儀礼においても用いられ、男性の

生殖力をも示していた。網袋の提げ方からみえてくるこのジェンダーのあり

方は、マッケンジーがテレホルの事例で分析したように、相補的な関係にあ

ったと考えられる。 
そして、女性が網袋を肩から提げ始めたのは、当初は、西洋人女性の真似

であった。やがて、市場や教会、学校などのある町へ行くために、小さな軽

い網袋を携行するのが実用的であったために定着した。町という見知らぬ人

と出会う可能性のある場で、軽い、美しい網袋を肩から提げる行為は、女性

たちが、自身を魅力的に見せたいという気持ちの表れでもあった。女である

という自覚が芽生え、女性の性が社会の再生産のためにあるというよりも、

個人のものになったことを示しているように思われる。男性による「女は肩

から網袋を提げてはいけない」という言葉は、母としての役割を果たしてい

ないようにみえる女性への批判であり、村の女性が以前とは異なる範囲の男

性と知り合うようになったことに対する危機感であると考えられる。 
近代化の過程で変化した網袋の提げ方から見えてきたものは、女であると

いう自覚をもった女性の出現である。女性たちが肩から提げた網袋は、もは

や、母としての役割を象徴してはいない。このような網袋は、男女双方の人

生儀礼で用いられることもない。本論文の事例からは、マッケンジーが先に

述べた相補性、相互依存性というジェンダーのあり方が、相補の度合い、相

互依存の度合いを弱めていると結論づけることができる。近代化の過程にお

ける網袋の変化に関する研究を、本論文では、先行するジェンダー研究の成

果に結びつけて論じることができたと思われる。 
本論文では、アベラムという一事例を扱ってきたが、女性が網袋を肩から

提げるようになったという変化は、同時期に、パプアニューギニア国内で広

く起こっていた現象である。網袋の提げ方がジェンダーのひとつの指標とな

っていたパプアニューギニアでは、他の地域においても、ジェンダーのあり

方や変化を論じるために、網袋への注目は有効であり続けているように思わ

れる。 
 
 

注 
１ この展示をみたクリフォードも、文化の真正性と異種混淆性の政治につい

述べた論文のなかで、網袋を紹介している。「網バックは伝統的に女性と関連

づけられていて、実際おもに彼女たちによって製作されているのだが、いま

ではジェンダーの変化し、抵抗する役割の表現になっている」と述べ、網袋

の展示に付けられた現地女性の言葉を紹介している［クリフォード 2002: 
177］。 
２ アベラム語の表記は［Kundama et al.（eds.） 1987］の表記法を参考に、

［Coupaye 2004］に依拠している。［Coupaye 2004］の表記法は、［Kundama 
et al.（eds.） 1987］を基礎とし、村人の助言を得て修正を加えたものであ

る。アベラム語を、イタリック体で記す。なお、アベラム語の音を日本語で

記す場合は、筆者が聞き取った発音を、音として近いと思われるカタカナで

表記する。 
３ 行政村としてのニャミクム村は、第 1 村から第 4 村まであり、筆者が滞在

したのは第 1 村である。この第 1 村は、自然村ニャミクムと自然村ワイマム

が行政的にまとめられたものである。筆者は、自然村ニャミクム側で多くの

時間を過ごし、資料もそこで収集している。人々の社会関係には、現在でも

自然村ニャミクムとワイマムのまとまりが認められる。本文中、ニャミクム

村としているのは、自然村ニャミクムである。 
４ ニャミクム村には 7 つの父系クランがある。 
５ 「飾る網袋」という名称の由来は定かではない。ニャミクム村では 1980
年代まで、成女儀礼の際に、初潮を迎えた女性にサーニン（saanim）という

ンを編み込むためには、赤い糸を沢山必要とする。草木染のころには、染色

の難しさから、サーニンのデザインを編もうとしない女性は沢山いたという。

「白い網袋」や単純なデザインの網袋で、日常生活は事足りたのである。し

かし、化学染料が入ってくると、その鮮やかさに心惹かれて、以前はサーニ

ンを編めなかった女性まで、サーニンを編む技術を習得しようとするように

なったという。男女の人生儀礼の場で用いられていたサーニンのデザインの

網袋が、儀礼の場ではなく、市場や教会など、町へ行くための網袋に使用さ

れるようになった。さらに 1980 年代には、アクリル糸とともに、高地地域

で考案された様々なデザインの網袋が流入してくる。マンジュウットは、し

だいに、それまでの口の部分よりも底部が大きい形から、高地のデザインが

編み込まれた正方形に近いものに変化していった。 
1960 年代、マプリック町の市場で農産物を販売するようになった女性たち

は、網袋を肩から提げた西洋人女性をみかけることも珍しくはなかった。そ

の中で、女性たちはマンジュウットを肩から提げ始めたと考えられる。そし

て、徐々に、その実用性からマンジュウットを肩から提げる女性がでてきた

と考える。市場で農産物を売るためには、農産物の入った重いジャンバウッ

トかグラウットを頭から提げて運搬しなければならないが、市場を歩き、教

会や学校へ行くためには、小型のマンジュウットで事足りる。 
女性たちにとって市場は、村の中とは異なる刺激のある空間であった。市

場の近くには教会や学校、病院があり、西洋人や他村の人、言語の異なる人

とも出会うことができた。事例 5 に示したように、1980 年代には市場は男

女の出会いの場となり、ダンスパーティの場ともなっていた。RO を含め、

現在の 50 代から 60 代の世代は、市場で開催されたダンスパーティの記憶を

共有している。ダンスパーティで知り合い、結婚したという 60 代の夫婦も

いる。この RO に比べて、RU が若かった時代には自由度は低かったと考え

られるが、事例５で示したように、RU の若い頃にも、市場で異性と知り合

うということがあった。女性たちによれば、市場や教会、マプリックの町に

行く際には、美しいマンジュウットを選ぶようになったという。軽く、美し

いマンジュウットを、女性たちは肩から提げるようになった。女性たちがマ

ンジュウットを肩から提げ始めたのは、市場を歩き回ったり教会へ行ったり

するためには、軽いマンジュウットを肩から提げる方が実用的であったとい

うことに加えて、自身を魅力的に見せたいという気持ちの表れであると考え

られる。重いグラウットやジャンバウットを頭から提げて運搬する女性の姿

は力強い。マンジュウットを肩から提げる姿は軽やかで、他村の人々や他言

語集団の人々との出会いの場ともなる町という空間で、自身をより魅力的に

見せたいという女性たちの気持ちの表れだったと考える。 
かつて、初潮がきた女性には成女儀礼が行われていたが、現在ではほとん

ど行われることがない。成女儀礼で女性が網袋を頭から提げて盛装したのは、

1980 年代に儀礼を受けた世代が最後だといわれている。筆者が観察した

2000 年代には、成女儀礼は恥ずかしいからと、初潮がきたことを言わない女

性もでてきていた。自身を魅力的に見せたいという気持ちや、初潮を恥ずか

しいと捉える感覚は、自身が女性であるという自覚が芽生えた結果のように

思われる。網袋を頭から提げる姿に象徴される母として性は、社会の再生産

のためにあるように見えるが、網袋を肩から提げる姿に象徴される女として

の性は、社会の再生産のためというよりも、個人のものになったことを示し

ているように思われる。 
一方、女性が肩からマンジュウットを提げるという姿は、男性の姿と同じ

である。女性たちがマンジュウットを肩から提げ始めたころ、その姿を、男

性は容認することはできなかったと考えられる。男性が容認することができ

なかったのは、マンジュウットを肩から提げる姿が、母親としての役割を果

たさない女性に見えたからであったと思われる。「女は肩から網袋を提げては

いけない」という言葉は、母としての役割を果たしていないように見える女

性への批判である。また同時に、村の女性が、以前とは異なる範囲の男性と

知り合うようになったことに対する、男たちの危機感を表していたと考えら

れえる。「女が網袋を肩から提げて、市場をぶらぶらする」という言葉は、女

性が市場で男を探しているというニュアンスをもつ。 
 

５．おわりに 

本論文は、ジェンダーの変化を、モノを使用する行動様式の変化から明ら

かにすることを目的として、パプアニューギニア、アベラム社会における網
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袋の提げ方の変化に関する語りを手掛かりに、近代化の過程におけるジェン

ダーの変化について考察した。 
近代化の過程において網袋が変化し、女性の網袋の提げ方にも変化が生じ

た。本論文では、調査地において「女は肩から網袋を提げてはいけない」と

いう言説が聞かれた時期を、1960 年代から 1970 年代と推定した。当時は、

社会的変化の大きな時期で、とくに市場の導入が、女性たちにとって重要で

あったと考えられる。「女は肩から網袋を提げてはいけない」という批判は、

女性が肩から小型の網袋を提げる姿が一般化する 1980 年代までにほぼ終息

した。 
網袋の提げ方に変化が生ずる以前、女性が頭から提げた網袋は、女性の母

としての役割と生殖力を象徴し、男性が肩から提げた網袋は、男性の農作物

の栽培者としての役割と生殖力を象徴していたことを示した。第一義的に女

性の生殖力を象徴する網袋が、男性の成人儀礼においても用いられ、男性の

生殖力をも示していた。網袋の提げ方からみえてくるこのジェンダーのあり

方は、マッケンジーがテレホルの事例で分析したように、相補的な関係にあ

ったと考えられる。 
そして、女性が網袋を肩から提げ始めたのは、当初は、西洋人女性の真似

であった。やがて、市場や教会、学校などのある町へ行くために、小さな軽

い網袋を携行するのが実用的であったために定着した。町という見知らぬ人

と出会う可能性のある場で、軽い、美しい網袋を肩から提げる行為は、女性

たちが、自身を魅力的に見せたいという気持ちの表れでもあった。女である

という自覚が芽生え、女性の性が社会の再生産のためにあるというよりも、

個人のものになったことを示しているように思われる。男性による「女は肩

から網袋を提げてはいけない」という言葉は、母としての役割を果たしてい

ないようにみえる女性への批判であり、村の女性が以前とは異なる範囲の男

性と知り合うようになったことに対する危機感であると考えられる。 
近代化の過程で変化した網袋の提げ方から見えてきたものは、女であると

いう自覚をもった女性の出現である。女性たちが肩から提げた網袋は、もは

や、母としての役割を象徴してはいない。このような網袋は、男女双方の人

生儀礼で用いられることもない。本論文の事例からは、マッケンジーが先に

述べた相補性、相互依存性というジェンダーのあり方が、相補の度合い、相

互依存の度合いを弱めていると結論づけることができる。近代化の過程にお

ける網袋の変化に関する研究を、本論文では、先行するジェンダー研究の成

果に結びつけて論じることができたと思われる。 
本論文では、アベラムという一事例を扱ってきたが、女性が網袋を肩から

提げるようになったという変化は、同時期に、パプアニューギニア国内で広

く起こっていた現象である。網袋の提げ方がジェンダーのひとつの指標とな

っていたパプアニューギニアでは、他の地域においても、ジェンダーのあり

方や変化を論じるために、網袋への注目は有効であり続けているように思わ

れる。 
 
 

注 
１ この展示をみたクリフォードも、文化の真正性と異種混淆性の政治につい

述べた論文のなかで、網袋を紹介している。「網バックは伝統的に女性と関連

づけられていて、実際おもに彼女たちによって製作されているのだが、いま

ではジェンダーの変化し、抵抗する役割の表現になっている」と述べ、網袋

の展示に付けられた現地女性の言葉を紹介している［クリフォード 2002: 
177］。 
２ アベラム語の表記は［Kundama et al.（eds.） 1987］の表記法を参考に、

［Coupaye 2004］に依拠している。［Coupaye 2004］の表記法は、［Kundama 
et al.（eds.） 1987］を基礎とし、村人の助言を得て修正を加えたものであ

る。アベラム語を、イタリック体で記す。なお、アベラム語の音を日本語で

記す場合は、筆者が聞き取った発音を、音として近いと思われるカタカナで

表記する。 
３ 行政村としてのニャミクム村は、第 1 村から第 4 村まであり、筆者が滞在

したのは第 1 村である。この第 1 村は、自然村ニャミクムと自然村ワイマム

が行政的にまとめられたものである。筆者は、自然村ニャミクム側で多くの

時間を過ごし、資料もそこで収集している。人々の社会関係には、現在でも

自然村ニャミクムとワイマムのまとまりが認められる。本文中、ニャミクム

村としているのは、自然村ニャミクムである。 
４ ニャミクム村には 7 つの父系クランがある。 
５ 「飾る網袋」という名称の由来は定かではない。ニャミクム村では 1980
年代まで、成女儀礼の際に、初潮を迎えた女性にサーニン（saanim）という

ンを編み込むためには、赤い糸を沢山必要とする。草木染のころには、染色

の難しさから、サーニンのデザインを編もうとしない女性は沢山いたという。

「白い網袋」や単純なデザインの網袋で、日常生活は事足りたのである。し

かし、化学染料が入ってくると、その鮮やかさに心惹かれて、以前はサーニ

ンを編めなかった女性まで、サーニンを編む技術を習得しようとするように

なったという。男女の人生儀礼の場で用いられていたサーニンのデザインの

網袋が、儀礼の場ではなく、市場や教会など、町へ行くための網袋に使用さ

れるようになった。さらに 1980 年代には、アクリル糸とともに、高地地域

で考案された様々なデザインの網袋が流入してくる。マンジュウットは、し

だいに、それまでの口の部分よりも底部が大きい形から、高地のデザインが

編み込まれた正方形に近いものに変化していった。 
1960 年代、マプリック町の市場で農産物を販売するようになった女性たち

は、網袋を肩から提げた西洋人女性をみかけることも珍しくはなかった。そ

の中で、女性たちはマンジュウットを肩から提げ始めたと考えられる。そし

て、徐々に、その実用性からマンジュウットを肩から提げる女性がでてきた

と考える。市場で農産物を売るためには、農産物の入った重いジャンバウッ

トかグラウットを頭から提げて運搬しなければならないが、市場を歩き、教

会や学校へ行くためには、小型のマンジュウットで事足りる。 
女性たちにとって市場は、村の中とは異なる刺激のある空間であった。市

場の近くには教会や学校、病院があり、西洋人や他村の人、言語の異なる人

とも出会うことができた。事例 5 に示したように、1980 年代には市場は男

女の出会いの場となり、ダンスパーティの場ともなっていた。RO を含め、

現在の 50 代から 60 代の世代は、市場で開催されたダンスパーティの記憶を

共有している。ダンスパーティで知り合い、結婚したという 60 代の夫婦も

いる。この RO に比べて、RU が若かった時代には自由度は低かったと考え

られるが、事例５で示したように、RU の若い頃にも、市場で異性と知り合

うということがあった。女性たちによれば、市場や教会、マプリックの町に

行く際には、美しいマンジュウットを選ぶようになったという。軽く、美し

いマンジュウットを、女性たちは肩から提げるようになった。女性たちがマ

ンジュウットを肩から提げ始めたのは、市場を歩き回ったり教会へ行ったり

するためには、軽いマンジュウットを肩から提げる方が実用的であったとい

うことに加えて、自身を魅力的に見せたいという気持ちの表れであると考え

られる。重いグラウットやジャンバウットを頭から提げて運搬する女性の姿

は力強い。マンジュウットを肩から提げる姿は軽やかで、他村の人々や他言

語集団の人々との出会いの場ともなる町という空間で、自身をより魅力的に

見せたいという女性たちの気持ちの表れだったと考える。 
かつて、初潮がきた女性には成女儀礼が行われていたが、現在ではほとん

ど行われることがない。成女儀礼で女性が網袋を頭から提げて盛装したのは、

1980 年代に儀礼を受けた世代が最後だといわれている。筆者が観察した

2000 年代には、成女儀礼は恥ずかしいからと、初潮がきたことを言わない女

性もでてきていた。自身を魅力的に見せたいという気持ちや、初潮を恥ずか

しいと捉える感覚は、自身が女性であるという自覚が芽生えた結果のように

思われる。網袋を頭から提げる姿に象徴される母として性は、社会の再生産

のためにあるように見えるが、網袋を肩から提げる姿に象徴される女として

の性は、社会の再生産のためというよりも、個人のものになったことを示し

ているように思われる。 
一方、女性が肩からマンジュウットを提げるという姿は、男性の姿と同じ

である。女性たちがマンジュウットを肩から提げ始めたころ、その姿を、男

性は容認することはできなかったと考えられる。男性が容認することができ

なかったのは、マンジュウットを肩から提げる姿が、母親としての役割を果

たさない女性に見えたからであったと思われる。「女は肩から網袋を提げては

いけない」という言葉は、母としての役割を果たしていないように見える女

性への批判である。また同時に、村の女性が、以前とは異なる範囲の男性と

知り合うようになったことに対する、男たちの危機感を表していたと考えら

れえる。「女が網袋を肩から提げて、市場をぶらぶらする」という言葉は、女

性が市場で男を探しているというニュアンスをもつ。 
 

５．おわりに 

本論文は、ジェンダーの変化を、モノを使用する行動様式の変化から明ら

かにすることを目的として、パプアニューギニア、アベラム社会における網
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デザインの網袋を背負わせた。サーニンというデザインは、赤と黒の横縞の

三角形が連続して並んだデザイン（写真 5 参照）である。サーニンのデザイ

ンの網袋は、男性の成人儀礼でも、精霊堂の新築式においても用いられた。

これに対して、日常的に用いられた網袋は、無地か単純なデザインのものば

かりであったという。儀礼の場で用いられた網袋にサーニンのデザインが編

み込まれていたことが、名称の由来ではないかと推定する。 
６ 噛むと覚醒作用のある木の実。 
７ 網袋を形成しているのは「糸」だが、精霊堂の前面や祖先像に描かれた絵

画は、「線」で描かれている。精霊堂や祖先像を描くのは男性である。網袋と

男性のつくる物質文化の関係について述べたハウザーシュンブリンも、アベ

ラム語では「糸」と「線」が同じ言葉であることを指摘している

［Hauser-Schäublin 1996:86］。さらに、この言葉が、サム方言では「我々」

も意味していることは、象徴的な分析を行える可能性を示しており興味深い。 
８ ルルアイ（luluai）とは、植民地行政のもとで指名された村長である。ト

ゥルトゥル（tultul）とは、ルルアイの補佐的役割をしていた人を指す。ど

ちらもピジンイングリッシュであり、アベラム語と区別するために、イタリ

ック体に下線を付した。 
９ マプリック町近隣の村名である。                                                                                                                             
１０  アベラム語でマンブタップ（maabutap）という 1 メートル以上にも成

長し、収穫後の展示儀礼で展示され、男性間の交換に用いられるヤムイモを、

ここでは儀礼用ヤムイモとする。男性間の交換儀礼は現在では衰退してまっ

たが、交換パートナーよりも大きなヤムイモを贈ることが男性の威信を高め

たという。そのため、マンブタップを大きく成長させることに男性は価値を

置いていた。マンブタップの実りは、その年の焼畑のすべての作物の成長を

占うといわれている。その意味でも、マンブタップを大きく成長させること

は、この社会にとって重要なことである。 
１１ 第 4 階梯に達した男性は、精霊堂の正面のデザインと同じデザインが編

み込まれた籠を提げることもできたという。なお、サーニンのデザインは、

男性の成人儀礼の場となっている精霊堂正面に、男性によって絵画として描

かれ、成人儀礼で開示される祖先像にも描かれている。アベラムの場合は、

テレホルのように男性が網袋に装飾を加えるのではなく、網袋に編み込まれ

たサーニンというデザインを、男性が精霊堂や祖先像などに描く。 
１２ 先行文献には、いずれもウールと記載されていた。しかし、筆者が商店

で購入した糸玉の帯にはアクリルと記載されていることから、先行文献を参

照した部分ではウール、自身の一次資料を基にした部分ではアクリルと記述

 
する。 
１３ ニャミクム村で網袋の糸の材料として使用されていた植物は、3 種類ある。

それぞれ、アベラム語でイパ（yëpa）、セプ（sëpë）、ニャムイ（nyaamëny）
である。イパの学名は Grossypium arboretum、ニャムイ（nyaamëny）の

学名は Gnetumgnemon である。セプ（sëpë）はクワ科植物だが、学名は不

明である。同定は、東京農業大学食糧情報学部、豊原秀和教授による。 
１４ 染色の方法には、木の実などを直接糸に擦りつける方法と、土器で煮出

す方法の二種類があった。擦りつける方法に用いられたのは、アベラム語で

スクグル（sëkëgëlë）という黒い木の実、ワインバミスック（waybamisëk）
という赤い木の実、ターヌ（taanë）という黄色のウコンの根である。スク

グルはイラクサ科の植物であるが、学名は同定できていない。ワインバミス

ックの学名は Bixaorellana、ターヌの学名は Curcuma sp.である。土器での

染色に用いた植物として、アベラム語で六種類の植物名を聞き取っている。

それぞれ、グワウカーワ（gwaaukaawa）、ニャムガ（nyaamga）、ワートブ

ン（waatbun）、ブクセプ（bëkusëpë）、マラングセプ（maaragësëpë）、ア

カケ（akake）である。グワウカーワの学名は、Cordyline sp.である。その

他の植物についても高齢の女性に採取を依頼したが、人口増加と換金作物の

畑の拡大のために森が後退し集落周辺では確認できず、同定していない。こ

れらの植物と糸、または撚る前の繊維を、土器に交互に入れてバナナの葉で

蓋をし、煮出して染色したという。 
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袋の提げ方の変化に関する語りを手掛かりに、近代化の過程におけるジェン

ダーの変化について考察した。 
近代化の過程において網袋が変化し、女性の網袋の提げ方にも変化が生じ

た。本論文では、調査地において「女は肩から網袋を提げてはいけない」と

いう言説が聞かれた時期を、1960 年代から 1970 年代と推定した。当時は、

社会的変化の大きな時期で、とくに市場の導入が、女性たちにとって重要で

あったと考えられる。「女は肩から網袋を提げてはいけない」という批判は、

女性が肩から小型の網袋を提げる姿が一般化する 1980 年代までにほぼ終息

した。 
網袋の提げ方に変化が生ずる以前、女性が頭から提げた網袋は、女性の母

としての役割と生殖力を象徴し、男性が肩から提げた網袋は、男性の農作物

の栽培者としての役割と生殖力を象徴していたことを示した。第一義的に女

性の生殖力を象徴する網袋が、男性の成人儀礼においても用いられ、男性の

生殖力をも示していた。網袋の提げ方からみえてくるこのジェンダーのあり

方は、マッケンジーがテレホルの事例で分析したように、相補的な関係にあ

ったと考えられる。 
そして、女性が網袋を肩から提げ始めたのは、当初は、西洋人女性の真似

であった。やがて、市場や教会、学校などのある町へ行くために、小さな軽

い網袋を携行するのが実用的であったために定着した。町という見知らぬ人

と出会う可能性のある場で、軽い、美しい網袋を肩から提げる行為は、女性

たちが、自身を魅力的に見せたいという気持ちの表れでもあった。女である

という自覚が芽生え、女性の性が社会の再生産のためにあるというよりも、

個人のものになったことを示しているように思われる。男性による「女は肩

から網袋を提げてはいけない」という言葉は、母としての役割を果たしてい

ないようにみえる女性への批判であり、村の女性が以前とは異なる範囲の男

性と知り合うようになったことに対する危機感であると考えられる。 
近代化の過程で変化した網袋の提げ方から見えてきたものは、女であると

いう自覚をもった女性の出現である。女性たちが肩から提げた網袋は、もは

や、母としての役割を象徴してはいない。このような網袋は、男女双方の人

生儀礼で用いられることもない。本論文の事例からは、マッケンジーが先に

述べた相補性、相互依存性というジェンダーのあり方が、相補の度合い、相

互依存の度合いを弱めていると結論づけることができる。近代化の過程にお

ける網袋の変化に関する研究を、本論文では、先行するジェンダー研究の成

果に結びつけて論じることができたと思われる。 
本論文では、アベラムという一事例を扱ってきたが、女性が網袋を肩から

提げるようになったという変化は、同時期に、パプアニューギニア国内で広

く起こっていた現象である。網袋の提げ方がジェンダーのひとつの指標とな

っていたパプアニューギニアでは、他の地域においても、ジェンダーのあり

方や変化を論じるために、網袋への注目は有効であり続けているように思わ

れる。 
 
 

注 
１ この展示をみたクリフォードも、文化の真正性と異種混淆性の政治につい

述べた論文のなかで、網袋を紹介している。「網バックは伝統的に女性と関連

づけられていて、実際おもに彼女たちによって製作されているのだが、いま

ではジェンダーの変化し、抵抗する役割の表現になっている」と述べ、網袋

の展示に付けられた現地女性の言葉を紹介している［クリフォード 2002: 
177］。 
２ アベラム語の表記は［Kundama et al.（eds.） 1987］の表記法を参考に、

［Coupaye 2004］に依拠している。［Coupaye 2004］の表記法は、［Kundama 
et al.（eds.） 1987］を基礎とし、村人の助言を得て修正を加えたものであ

る。アベラム語を、イタリック体で記す。なお、アベラム語の音を日本語で

記す場合は、筆者が聞き取った発音を、音として近いと思われるカタカナで

表記する。 
３ 行政村としてのニャミクム村は、第 1 村から第 4 村まであり、筆者が滞在

したのは第 1 村である。この第 1 村は、自然村ニャミクムと自然村ワイマム

が行政的にまとめられたものである。筆者は、自然村ニャミクム側で多くの

時間を過ごし、資料もそこで収集している。人々の社会関係には、現在でも

自然村ニャミクムとワイマムのまとまりが認められる。本文中、ニャミクム

村としているのは、自然村ニャミクムである。 
４ ニャミクム村には 7 つの父系クランがある。 
５ 「飾る網袋」という名称の由来は定かではない。ニャミクム村では 1980
年代まで、成女儀礼の際に、初潮を迎えた女性にサーニン（saanim）という
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デザインの網袋を背負わせた。サーニンというデザインは、赤と黒の横縞の

三角形が連続して並んだデザイン（写真 5 参照）である。サーニンのデザイ

ンの網袋は、男性の成人儀礼でも、精霊堂の新築式においても用いられた。

これに対して、日常的に用いられた網袋は、無地か単純なデザインのものば

かりであったという。儀礼の場で用いられた網袋にサーニンのデザインが編

み込まれていたことが、名称の由来ではないかと推定する。 
６ 噛むと覚醒作用のある木の実。 
７ 網袋を形成しているのは「糸」だが、精霊堂の前面や祖先像に描かれた絵

画は、「線」で描かれている。精霊堂や祖先像を描くのは男性である。網袋と

男性のつくる物質文化の関係について述べたハウザーシュンブリンも、アベ

ラム語では「糸」と「線」が同じ言葉であることを指摘している

［Hauser-Schäublin 1996:86］。さらに、この言葉が、サム方言では「我々」

も意味していることは、象徴的な分析を行える可能性を示しており興味深い。 
８ ルルアイ（luluai）とは、植民地行政のもとで指名された村長である。ト

ゥルトゥル（tultul）とは、ルルアイの補佐的役割をしていた人を指す。ど

ちらもピジンイングリッシュであり、アベラム語と区別するために、イタリ

ック体に下線を付した。 
９ マプリック町近隣の村名である。                                                                                                                             
１０  アベラム語でマンブタップ（maabutap）という 1 メートル以上にも成

長し、収穫後の展示儀礼で展示され、男性間の交換に用いられるヤムイモを、

ここでは儀礼用ヤムイモとする。男性間の交換儀礼は現在では衰退してまっ

たが、交換パートナーよりも大きなヤムイモを贈ることが男性の威信を高め

たという。そのため、マンブタップを大きく成長させることに男性は価値を

置いていた。マンブタップの実りは、その年の焼畑のすべての作物の成長を

占うといわれている。その意味でも、マンブタップを大きく成長させること

は、この社会にとって重要なことである。 
１１ 第 4 階梯に達した男性は、精霊堂の正面のデザインと同じデザインが編

み込まれた籠を提げることもできたという。なお、サーニンのデザインは、

男性の成人儀礼の場となっている精霊堂正面に、男性によって絵画として描

かれ、成人儀礼で開示される祖先像にも描かれている。アベラムの場合は、

テレホルのように男性が網袋に装飾を加えるのではなく、網袋に編み込まれ

たサーニンというデザインを、男性が精霊堂や祖先像などに描く。 
１２ 先行文献には、いずれもウールと記載されていた。しかし、筆者が商店

で購入した糸玉の帯にはアクリルと記載されていることから、先行文献を参

照した部分ではウール、自身の一次資料を基にした部分ではアクリルと記述

 
する。 
１３ ニャミクム村で網袋の糸の材料として使用されていた植物は、3 種類ある。

それぞれ、アベラム語でイパ（yëpa）、セプ（sëpë）、ニャムイ（nyaamëny）
である。イパの学名は Grossypium arboretum、ニャムイ（nyaamëny）の

学名は Gnetumgnemon である。セプ（sëpë）はクワ科植物だが、学名は不

明である。同定は、東京農業大学食糧情報学部、豊原秀和教授による。 
１４ 染色の方法には、木の実などを直接糸に擦りつける方法と、土器で煮出

す方法の二種類があった。擦りつける方法に用いられたのは、アベラム語で

スクグル（sëkëgëlë）という黒い木の実、ワインバミスック（waybamisëk）
という赤い木の実、ターヌ（taanë）という黄色のウコンの根である。スク

グルはイラクサ科の植物であるが、学名は同定できていない。ワインバミス

ックの学名は Bixaorellana、ターヌの学名は Curcuma sp.である。土器での

染色に用いた植物として、アベラム語で六種類の植物名を聞き取っている。

それぞれ、グワウカーワ（gwaaukaawa）、ニャムガ（nyaamga）、ワートブ

ン（waatbun）、ブクセプ（bëkusëpë）、マラングセプ（maaragësëpë）、ア

カケ（akake）である。グワウカーワの学名は、Cordyline sp.である。その

他の植物についても高齢の女性に採取を依頼したが、人口増加と換金作物の

畑の拡大のために森が後退し集落周辺では確認できず、同定していない。こ

れらの植物と糸、または撚る前の繊維を、土器に交互に入れてバナナの葉で

蓋をし、煮出して染色したという。 
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袋の提げ方の変化に関する語りを手掛かりに、近代化の過程におけるジェン

ダーの変化について考察した。 
近代化の過程において網袋が変化し、女性の網袋の提げ方にも変化が生じ

た。本論文では、調査地において「女は肩から網袋を提げてはいけない」と

いう言説が聞かれた時期を、1960 年代から 1970 年代と推定した。当時は、

社会的変化の大きな時期で、とくに市場の導入が、女性たちにとって重要で

あったと考えられる。「女は肩から網袋を提げてはいけない」という批判は、

女性が肩から小型の網袋を提げる姿が一般化する 1980 年代までにほぼ終息

した。 
網袋の提げ方に変化が生ずる以前、女性が頭から提げた網袋は、女性の母

としての役割と生殖力を象徴し、男性が肩から提げた網袋は、男性の農作物

の栽培者としての役割と生殖力を象徴していたことを示した。第一義的に女

性の生殖力を象徴する網袋が、男性の成人儀礼においても用いられ、男性の

生殖力をも示していた。網袋の提げ方からみえてくるこのジェンダーのあり

方は、マッケンジーがテレホルの事例で分析したように、相補的な関係にあ

ったと考えられる。 
そして、女性が網袋を肩から提げ始めたのは、当初は、西洋人女性の真似

であった。やがて、市場や教会、学校などのある町へ行くために、小さな軽

い網袋を携行するのが実用的であったために定着した。町という見知らぬ人

と出会う可能性のある場で、軽い、美しい網袋を肩から提げる行為は、女性

たちが、自身を魅力的に見せたいという気持ちの表れでもあった。女である

という自覚が芽生え、女性の性が社会の再生産のためにあるというよりも、

個人のものになったことを示しているように思われる。男性による「女は肩

から網袋を提げてはいけない」という言葉は、母としての役割を果たしてい

ないようにみえる女性への批判であり、村の女性が以前とは異なる範囲の男

性と知り合うようになったことに対する危機感であると考えられる。 
近代化の過程で変化した網袋の提げ方から見えてきたものは、女であると

いう自覚をもった女性の出現である。女性たちが肩から提げた網袋は、もは

や、母としての役割を象徴してはいない。このような網袋は、男女双方の人

生儀礼で用いられることもない。本論文の事例からは、マッケンジーが先に

述べた相補性、相互依存性というジェンダーのあり方が、相補の度合い、相

互依存の度合いを弱めていると結論づけることができる。近代化の過程にお

ける網袋の変化に関する研究を、本論文では、先行するジェンダー研究の成

果に結びつけて論じることができたと思われる。 
本論文では、アベラムという一事例を扱ってきたが、女性が網袋を肩から

提げるようになったという変化は、同時期に、パプアニューギニア国内で広

く起こっていた現象である。網袋の提げ方がジェンダーのひとつの指標とな
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注 
１ この展示をみたクリフォードも、文化の真正性と異種混淆性の政治につい

述べた論文のなかで、網袋を紹介している。「網バックは伝統的に女性と関連

づけられていて、実際おもに彼女たちによって製作されているのだが、いま

ではジェンダーの変化し、抵抗する役割の表現になっている」と述べ、網袋

の展示に付けられた現地女性の言葉を紹介している［クリフォード 2002: 
177］。 
２ アベラム語の表記は［Kundama et al.（eds.） 1987］の表記法を参考に、

［Coupaye 2004］に依拠している。［Coupaye 2004］の表記法は、［Kundama 
et al.（eds.） 1987］を基礎とし、村人の助言を得て修正を加えたものであ

る。アベラム語を、イタリック体で記す。なお、アベラム語の音を日本語で

記す場合は、筆者が聞き取った発音を、音として近いと思われるカタカナで

表記する。 
３ 行政村としてのニャミクム村は、第 1 村から第 4 村まであり、筆者が滞在

したのは第 1 村である。この第 1 村は、自然村ニャミクムと自然村ワイマム

が行政的にまとめられたものである。筆者は、自然村ニャミクム側で多くの

時間を過ごし、資料もそこで収集している。人々の社会関係には、現在でも

自然村ニャミクムとワイマムのまとまりが認められる。本文中、ニャミクム

村としているのは、自然村ニャミクムである。 
４ ニャミクム村には 7 つの父系クランがある。 
５ 「飾る網袋」という名称の由来は定かではない。ニャミクム村では 1980
年代まで、成女儀礼の際に、初潮を迎えた女性にサーニン（saanim）という
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バーチル、エリザベス 
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ント社 

 
デザインの網袋を背負わせた。サーニンというデザインは、赤と黒の横縞の

三角形が連続して並んだデザイン（写真 5 参照）である。サーニンのデザイ

ンの網袋は、男性の成人儀礼でも、精霊堂の新築式においても用いられた。

これに対して、日常的に用いられた網袋は、無地か単純なデザインのものば

かりであったという。儀礼の場で用いられた網袋にサーニンのデザインが編

み込まれていたことが、名称の由来ではないかと推定する。 
６ 噛むと覚醒作用のある木の実。 
７ 網袋を形成しているのは「糸」だが、精霊堂の前面や祖先像に描かれた絵

画は、「線」で描かれている。精霊堂や祖先像を描くのは男性である。網袋と

男性のつくる物質文化の関係について述べたハウザーシュンブリンも、アベ

ラム語では「糸」と「線」が同じ言葉であることを指摘している

［Hauser-Schäublin 1996:86］。さらに、この言葉が、サム方言では「我々」

も意味していることは、象徴的な分析を行える可能性を示しており興味深い。 
８ ルルアイ（luluai）とは、植民地行政のもとで指名された村長である。ト

ゥルトゥル（tultul）とは、ルルアイの補佐的役割をしていた人を指す。ど

ちらもピジンイングリッシュであり、アベラム語と区別するために、イタリ

ック体に下線を付した。 
９ マプリック町近隣の村名である。                                                                                                                             
１０  アベラム語でマンブタップ（maabutap）という 1 メートル以上にも成

長し、収穫後の展示儀礼で展示され、男性間の交換に用いられるヤムイモを、

ここでは儀礼用ヤムイモとする。男性間の交換儀礼は現在では衰退してまっ

たが、交換パートナーよりも大きなヤムイモを贈ることが男性の威信を高め

たという。そのため、マンブタップを大きく成長させることに男性は価値を

置いていた。マンブタップの実りは、その年の焼畑のすべての作物の成長を

占うといわれている。その意味でも、マンブタップを大きく成長させること

は、この社会にとって重要なことである。 
１１ 第 4 階梯に達した男性は、精霊堂の正面のデザインと同じデザインが編

み込まれた籠を提げることもできたという。なお、サーニンのデザインは、

男性の成人儀礼の場となっている精霊堂正面に、男性によって絵画として描

かれ、成人儀礼で開示される祖先像にも描かれている。アベラムの場合は、

テレホルのように男性が網袋に装飾を加えるのではなく、網袋に編み込まれ

たサーニンというデザインを、男性が精霊堂や祖先像などに描く。 
１２ 先行文献には、いずれもウールと記載されていた。しかし、筆者が商店

で購入した糸玉の帯にはアクリルと記載されていることから、先行文献を参

照した部分ではウール、自身の一次資料を基にした部分ではアクリルと記述

 
する。 
１３ ニャミクム村で網袋の糸の材料として使用されていた植物は、3 種類ある。

それぞれ、アベラム語でイパ（yëpa）、セプ（sëpë）、ニャムイ（nyaamëny）
である。イパの学名は Grossypium arboretum、ニャムイ（nyaamëny）の

学名は Gnetumgnemon である。セプ（sëpë）はクワ科植物だが、学名は不

明である。同定は、東京農業大学食糧情報学部、豊原秀和教授による。 
１４ 染色の方法には、木の実などを直接糸に擦りつける方法と、土器で煮出

す方法の二種類があった。擦りつける方法に用いられたのは、アベラム語で

スクグル（sëkëgëlë）という黒い木の実、ワインバミスック（waybamisëk）
という赤い木の実、ターヌ（taanë）という黄色のウコンの根である。スク

グルはイラクサ科の植物であるが、学名は同定できていない。ワインバミス

ックの学名は Bixaorellana、ターヌの学名は Curcuma sp.である。土器での

染色に用いた植物として、アベラム語で六種類の植物名を聞き取っている。

それぞれ、グワウカーワ（gwaaukaawa）、ニャムガ（nyaamga）、ワートブ

ン（waatbun）、ブクセプ（bëkusëpë）、マラングセプ（maaragësëpë）、ア

カケ（akake）である。グワウカーワの学名は、Cordyline sp.である。その

他の植物についても高齢の女性に採取を依頼したが、人口増加と換金作物の

畑の拡大のために森が後退し集落周辺では確認できず、同定していない。こ

れらの植物と糸、または撚る前の繊維を、土器に交互に入れてバナナの葉で

蓋をし、煮出して染色したという。 
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論 説 

唐代仏教儀礼及其通俗化（下） 

 
                       荒見泰史 

 
４．唐中期と会昌廃仏 

(1)唐中期の社会変化 

 先にも言うように、代宗時代以降、唐王朝は安史の乱を平定して復興を遂

げ、文学史上にいわゆる「中唐」１と呼ばれる経済的にも文化的にも繁栄し

た時代を迎えた。しかし、その背景にあった唐王朝内の実情としては、科挙

官僚が勢力を徐々に伸張させていたほか、宮廷内の宦官や地方勢力などが力

を伸ばし、様々な勢力が存在する中で運営の難しい時代に入っていたのであ

る。 
 このような状況を生んだ要因はいくつかあった。例えば税制面における両

税法への変更、軍事面における節度使の権力増大、人事面における科挙官僚

の重用といった変更点はその要因の代表的なもので、それらが複雑に絡み合

いながら、様々な勢力が権力を伸張させるようになり、このような状況へ至

ったものと言える。それは、突き詰めていけばすべて貴族支配体制と律令体

制の後退を露呈するものだったと言えるかもしれない２。 
 先にも挙げたように、780 年楊炎による新税制、両税法の採用によって起

こった大きな社会的変化と言えば、私的蓄財の事実上の容認と、貨幣経済の

発展が挙げられる。周知のように両税法は、それまで均等に農地を配分し同

じ租税を穀物で納める均田制から、夏、冬の二期に所有財産や商品取引の多

寡によって課税負担を決め貨幣により納税するものである。その背景にあっ

たのは、租庸調という税から逃れるために均田を放棄して客戸となるものが

増えたことと、荘園などにより私有財産を蓄えて客戸を抱える者も多かった

こと、商品経済活動が活発化してきたことなどが考えられる。このような状

況では律令制の根幹たる租庸調制では効果的な税収は望めず、両税法の採用

は安史の乱からの復興予算の為に税収増を新興富裕層に求めた結果であった

といえる。しかし、この結果、次々に開発される荘園や貨幣経済を背景とす

る商品取引によって得た私有の財産や、均田を放棄した流浪の客戸の存在を

容認することになり、従来の農民層、庶民層の平等感は失われ、さらなる経

済格差を招くことになったに違いない。また、このように生まれていった新

興富裕層は、地方の新興勢力となり藩鎮の権力者たる節度使との利害関係を

強めていったと見られる。 
そうした時期における科挙官僚の重用も大きな変化の一つである。楊国忠

の宰相時代以降、貢挙による官僚が徐々に高い地位を占めるようになったこ

とも先にふれたとおりであるが、貴族のように家系の後ろ盾を持たないこの

ような官僚が現れたことにより、派による集まりが生まれ、そのつながりは

次第に強固なものになっていった。また律令体制が形骸化してきたこの頃は、

そうした正規の官僚のほかに使職という令外の官も数多く設けられるように

なり、この使職の意にかなった人物を属官にすることができるという辟召と

いう制度が行われるようになっていたため、貢挙制度以外の官僚を増加させ

ると同時に様々な勢力を発生させる一因となったようである。温巻、行巻と

いった詩文が多く残されるのも、こうした背景によるものである３。 
また、地方においては節度使が観察使を兼ねるようになり、藩鎮内の権力

が集中するようになっていた。強大な軍事力をもつ藩鎮の存在は、中央集権

を目指す王朝にとっては危険な存在であり、9 世紀初めには多くの藩鎮で改

革が行われたほどであった。しかし、かつて王朝から州、県へと繋がる中央

集権型の支配体制は、この頃では軍事力を持った藩鎮の節度使中心へと変容

し、河北三藩などでは事実上の地方分権に入っていた。このような中で、藩

鎮内では節度使と新興富裕層が関係を築き、官僚を輩出する新たな人材の源

ともなっていったのである。そうした地方の人材と中央から派遣される文官

節度使の関係もまた人脈を複雑化させていたとみてよいであろう。 
この時代は、唐代の経済的、文化的な中興の中で、このような多数のいわ

ゆる「朋党」と称される勢力が力をつけた時代であり、様々な場面での対立

を生み、唐王朝の運営に影響を及ぼすことになったのである。そのような対

立の中で、最大のものが王朝の中心で繰り広げられたいわゆる「牛李の党争」

である。 
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